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あ発刊 て

このたび¥当町古田遺跡に関する発掘調査の報告書を刊行するこ

とになりました。

神崎地区は本町の酉側に住置し，西方へ半島状に突出したリアス

式の複雑な海岸線で，ほとんどが岩礁であり，その岬の突端が日本

本土最西端の地となっています。

古田遺跡は，その裏手の狭い谷あいに，砂丘が発達してできた細

長い地形で営まれた，縄文時代から古墳時代にかけての遺跡です。

北には，九州、|西岸では北限自生地と言われる「ハカマカズラ」の

下島。南には「淡水貝化石層」の野島等，西海自立公園の一角を形

成する島々が点在しています。

遺跡発見のきっかけは，県文化課によって実施された昭和58年度

遺跡周知事業の際，発見されたものですが，昭和の初期，イモがま

を掘る際，人骨が出土したという話もありました。

遺跡の北側は漁港として埋立て，整備され，また宅地等の開発が進

行しつつある現状から，今回は遺跡、の性格や拡がりを調べることに

したものです。

出土品については，別記のとおりですがその中でも古墳時代の人

骨一体が出土したことや，朝鮮半島の土器等が出土したことは，本

調査の大きな成果の一つです。

これらの出土品は，この地で生活を営んだ先人の面影を偲ぶに足

る貴重な文化遺産だと思います。

私達はこのような過去の偉大なる産物を，大切に保存し，後世に

伝える使命を課せられていると確信します。

この度の発掘調査に際し，種々ご指導とご助言を賜りました県文

化課，そしてこの調査にご協力いただいた地主の方々，更に炎天下

のもと作業に従事していただいた皆さん方に衷心より感謝の意を表

し，あいさつといたします。
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」三L調

本報告にあたって，毎日猛暑の中調査作業に従事された作業員のみな

その他多くの方々のまた器材置場を提供された鴨川新次郎さん，さん，

心より謝意を無事調査が行われたことをここに，御協力をいただき，

去します。
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例 仁1

1 本書は，長崎県北松浦郡小佐々町楠泊免古田に所在

する古田遺跡の範囲確認調資報告書である。

2 調査は国庫，県費の補助を受けて，小佐々町教育委

員会が実施した。

3 発掘調査は，小佐々町教育委員会を主体とし，長崎

県文化課が協力して実施した。

4 本書の執筆は分担して行い，執筆者は本文目次の項

および各項末尾に記載している。

5 図版作成にあたっては，それぞれ執筆者が行ったが，

遺物写真，古墳時代の土器トレースは藤田和裕氏の協力

を得た。

6 遺物の写真図版はすべて約1/2で掲載する。

7 本遺跡に関する図面および写真類は，長崎県文化課

が保管の任にあたっている。

8 本書の編集は町田が行い安楽が補佐した。
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ザ 吋 問 問 雪

I はじめに

(1) 調査に至る経緯

県文化諜では昭和56壬子度から県ド各地区において遺跡周知事業を計画的に実施して，埋蔵文

化財を中心とした見直しと，新規の登録台帖を作製している。昭和158年10月小佐々町において

も5口聞の日程で遺跡分布調査を実施した。

古田遺跡はこの事業の中で新たに発見されたもので¥楠泊免245番地外に所在する。小佐々町

の中央からやや北西部に位置する神崎地区は半島を形成して西に伸ぴ、その端部は北緯33012'51".

東経129
0

33'17"の位置にあたり日本本土最両端の碑が建立されている。この周辺は北九十九島と

言われるように大小の島々とリアス式の入り組んだ沈降海岸から構成された地形でもある。遺

跡は神崎鼻の北側に位置し，南北約 200m，東西の最大幅約50mの狭い谷間に，砂丘が発達し

て出来た細長い三角形状の地形に営まれたものである。

分布調査の折には黒曜石や弥生土器と思われる小破片を数点採集したが，その時の間取

調査では，砂丘の先端部海岸線より，昭和の初め頃人骨出土の話を聞いた。話によると，この

付近の畑では甘藷を作っていたが，収穫時には海岸に近い所に保存のためイモカ、、マを掘ったと

いう。その折人骨が出土して再

埋葬したということであった。

そのため少なくとも弥生の埋葬

祉に関係あるものとの判断を得

たのである。一方この地点の低

い山を一也えた南東側にも，湾を

南に控えて聞けた平担地があり，

一部砂丘が発達している。ここ

では黒曜石片やサヌカイト片が

多数散布しており石斧も採集さ

れた。しかし土器片を採集する

ことは出来ず時代の特定は出来

なかった。この両者はほぼ同地

域に位置するため前者をA，後

者を B地点とした。

以上が本遺跡の発見の経過で

ある。
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今回の調査の目的は，遺跡の北側が漁港として埋立て，整備され，宅地開発が進行しつつあ

る状況に対拠するため，遺跡の範囲を正確に把握して保存対策の基礎資料を得ることにあった。

町では昭和59年度事業として固と県の補助金を受け，昭和59年 7月16日-8月2日までの17

日間の日程で調査を計画した。調査は町教育委員会が主体となり，県文化課職員 2名が調査を

担当した。なお当初の計l司ではA'B両地点の調査を実施する予定であったが日程などの問題

もありA地点だ けに絞った。 ( 安 楽 )

500m 川

uu時
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第 2図遺跡周辺地形図
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(2) 地理的環境と周辺の遺跡

長崎県の北部，平戸から北松浦に至る I~ヒ松」といわれる西海岸一帯は，大小 200 の島々か

ら構成され，九十九島と呼ばれる複雑な海岸線は多くの湾，入江，岬があって西海国立公園の

一翼を担っている。

小佐々町は北に鹿町町と，南が佐世保市と境を接し東は佐々町と山地を分け合っている。303mの

冷水岳からは眼下に九十九島の島々，平戸島をはじめ，西方40krnの海上には五島列島までが一望

のもとに見出せる。 東側の佐々町から佐々浦に注ぎ込む佐々}11 (i， 河足が約21.5krnと県内屈指

の河川となり，下流域には王子野部を形成している。しかし見返橋を境に西側の町内には平野は含

まれず山塊が急に海にせまっている。北松浦の一帯には新生代第三紀砂岩の浸食景が見られ，旧
(註 1) (詑 2) W 3) 

石器時代より崖下の岩陰がよく利用され，吉井町福井洞穴や佐世保市の岩下洞穴・泉福寺洞穴

はその代表的な洞穴遺跡である。町内にもこれらの堆積岩の残丘を見ることが出来るが，小坂

免の大悲観岩陰もその一つである。岩陰の北壁には第35代松浦藩主松浦肥前守(観中公)が文

政13年 (1830年)I大悲観」の文字を書いて彫らせたものと言われており，今なおその下に観音

か苅Eられ信仰されている地でもある。標高20mの位置にある南向きの岩陰は，間口約15m奥行
(註 4) 

10m足らずである。昭和50・51年の発掘調査では，縄文時代の押型文・曽畑式・並木式・阿高

式など早期から晩期に至る時期の土器や石器のほか弥生中期の土器や土師質の土器まで幅広く

出土している。また自然遺物も獣骨や貝殻類，それに貝製腕輪が確認されている。この岩陰の

北側にも，北に向って間口 3m，奥行 4mの良好な岩陰が見られるが，遺物の有無は明らかで

ない。

町内唯一の河川|小佐々川と小河川の竹田川にはさまれた標高 112mに位置する沖田城は，南

北朝時代近江の豪族佐々木氏の一族か，松浦党の一族小佐々氏の居城であったとされているが，

現在は沖田山神社が鎮座している。館跡があったとされている所は南へ半島状に伸びブこ標高10

m前後の所で，今は国道で断ち切られ，本立寺が建ち墓地などが営まれている。またこの寺の

境内には弥生時代のものと思われる石棺が入口に 2基，本堂の裏手の切り通し部分に 1基，計

3基露出しているのが認められる。地元の古老の話によれば，明治の初め頃，寺の入口付近や

畑地からもかなりの石の棺が出土したということで，ゆるやかな舌状の丘陵を利用して石棺墓

が営まれていたことが窺える。この丘陵の周辺は今でこそ新田になっているが，当時は海に突き

出していたと思われる。小佐々川の河口には若干の河岸段丘が聞け，永徳寺周辺も地形的には

良い条件を満たしているが，人家などが建てこみ，遺物の採集は出米ず，今後に期待したいと

ころである。田原免に位置する永徳寺は，永仁 3年(1295)小佐々四郎が地頭矢岳大守の時佐

々正興寺黙堂和尚の道風を慕い開山したと言われている。そして中世においては西彼半島多以

良とも関係があったといわれ，それを裏付けるように墓地内には「青温石」と呼ばれる滑石製

の宝陸印塔や五輪塔の石塔群が見られる。

3 -
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臼の浦から楠泊にかけては大小の岬や半島があり，その前面には水の島，焼島，前島，野島

などが浮ぴi皮静かで、あるが，ほとんどが岩礁地形で遺跡は発見されていない。

古田遺跡の位置する神崎半島は， 2地点で遺物の出土が確認されているが，この周辺にはま

だ小規模ながら同じような地形の所が見られ，遺跡の可能性も考えられる。北側に位置する浅

島には，石の棺より鏡出土や人骨の出土の話があったが，柄をもった鏡や祖先の墓を再埋葬し

たという話から，近世墓と思われる。

下島には北限地としてのハカマカズラとし e うツル性の植物が自生しているが，この島は鍵状

に細長い小さな烏である。細長い部分は大小の円礁で形成されている。よく観察すると喋がわ

ずかに凹んだり，箱式棺に類似したものが見られる。これは近年になり類例が増加してきた，
(註 6) 

際丘土に構築された古墳時代を中心とした墓地と考えられる。南は鹿児島県長嶋町の指江古墳
(誌 7) 註8) (詑 9) 

をはじめ，県内では南串山町国東半島，長崎市牧島由遺跡，北松的場大島の曲り鼻遺跡，佐

賀県唐津市神集烏などが知られ，いずれも立地条件は，海に細長く突き出した鼻状の岬の喋丘と

いうことで一致している。いずれ調査の機会が待たれる所である。

矢岳免に位置する深浦遺跡は黒曜石が散布しており縄文時代の遺跡と思われるが土器の出土

は見られない。

以上のように町内における遺跡の概観をしたが，全体的に少ない状況である。特に中央部に

おいて空白区が見られるが，先にも述べたように， リアス式の沈降海岸のため山地が急、に海に

せまっており平坦地や砂丘が発達しなかったことも一因と考えられる。一方鹿町町の日目音ヶ原

一帯は標高 366mの高所にありながら多くの遺物が採集されており，本町の岳木場や冷水岳周

辺にお い ても遺物の発見される可能性は考えられる。(安楽)

註 l 長崎県教育委員会 『福井治l穴誠査報告図録編』 長崎県文化財調査報告書第 4集 1966

2 佐世保市教育委員会 『岩下治l穴の発掘記録~ 1968 

3 佐世保市教育委員会 『泉福寺洞穴の発掘記録~ 1985 

4 1975・1976年にわたり町教委主催で佐世保考古学会調査，報告書令未刊

5 w日本城郭大系」第17巻新人物往来社 1980 

6 小田富士雄氏より御教示

7 昭和58年度遺跡周知事業において県文化謀確認

8 長崎市教育委員会 『曲 l崎古墳群調査報告書~ 1977 

9 昭和59年度遺跡周知事業において県文化課確認

10 日主 6にl司じ
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II 調査

(1) 調査の概要

調査は，谷状を呈した標高 3~5mの平坦地

7，000m'を対象とした。現在耕作されている畑地

はわずかで，残りは雑草や竹林の繁茂する原野

である。砂丘が形成された一番北側では幅約50

mを計るが，最奥部の三角形のI頁点になった部

分では南側の海岸から吹きつけられた大概と，

岩石のため若干傾斜をもっている。

調査方法は，平坦地をほぼ縦断する形で長軸

をとり，東西に直行する形で 4mX4mのグリ

ッドを組み，東西を A ・8 ・C，南北を 1・2・

3と呼んだ。竹林などの影響で西側平坦部分に

グリッドが設定できなかったが， ぎりぎりの線

をA，ほぽ中央線にあたるところを Bとした。

発掘は B-1・D-2から実施したが，この

区域では砂層が厚く，下層の砂利層からローリ

ングした遺物が若干出土しただけであった。 B

-3~6 では，古墳時代終末期の須恵器片や土

師器片が多く出土し，さらに貝層や焼土が検出

され，住居祉の可能性も示唆された。西側の竹

林を伐採して X-6を設定して拡がりを見たが，

ここからも多くの古墳時代の資料に混じって半島

系の格子目の叩きをもっ軟式土器が出土した。古

墳時代の遺物の出土はA-13あたりまでで量が

少なくなってくる。 E.F-2・3は人骨出土区で

ある。人骨は間取によればイモガマを掘った時

50m 

¥
Xぺ

第 4図調査区域図(泊。o) 

数体出土したといわれていたので，海岸部と畑の縁辺部に点線で描いた部分を確認したが，

良好な状況には至らず，わずかに小骨が出土七ただけである。 D-18から A-31までは殆ど縄

文晩期の資料が得られた。またこれから45m離れた最奥部の B ・C-42からは縄文中期阿高式

土器と後期の北久根山式土器が出土した。 (安楽)
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6図)層(第 5，土(2) 

古田遺跡における層序は，縄文時代の遺物包含層と古墳時代の遺物包含層とに大きく区分す

弥生時代後期の土器がまたその両時代の接点がA-13区付近にみとめられ，ることカずできる。

D -18区からB-1区から B-8区までが古墳時代の遺物を中心に検出され，出土している。

B . C -42区までが，縄文時代を中心とした遺物の検出をみている。土層における変化をみて

A -13 -B . C -42区においてはいくと第 lに破砕貝層がB-1-8区までみられるのに対し，

破砕貝層をみなくなることが特徴的である。第 2に古墳時代の遺物を包含する層は黒色の砂層

この層を中心として上下に遺物の分布をみている。一方縄文時代の遺物を包含する層にあり，

は，黄禍色砂層を中心として遺物の検出をみる点である。第 3点として貝層をあげることがで

これは縄文時代の遺物を包含する地区ではみられなかったものの，古墳時代の遺物を包きる。

また B-3区に合する地区では，黒色土層をはさんで上下に貝層を形成していることである。

みとめられたところであった。次に土おいては，黒色土層上部と貝層との間に二枚の焼土が，

層の層序について説明を加えていきたい。

土地がやせてお第 1層一耕作土層である。古田遺跡の場合砂丘の上に作物が作られていて，

しかり， lミも，ピーナツ等の比較的悪条件で栽培されるものでないと不適当な土地がらである。

しB・C-42付近で、は湧水点があり，小規模に水田耕作を行っていたとのことであった。

以降南側には堆積をみない層である。第 2層一褐色砂層・ B-1-3区までみられる砂層で，

風.i皮によって堆積した砂と考えられるものである。-番これは北側海岸線がまじかにあり，

D また B- 1， 厚く堆積をみるのがB-1区で表土層下部より 90cmの厚みをもってみられた。

これは風波をさけるための防風林が植込まれてい-2区付近は 2層に援乱がー部みられるが，

たためとみられる。

遺物の出土をみる第 3層一黒色砂層(やや水分を含む)・この層は黒色を帯ぴる層であるが，

貝層を黒色土層貝層を黒色土層の上に形成する層，層と遺物の出土をあまりみない層があり，

の下に形成するもの，焼土をみるもの等 3層の遺物包合層を中心に上下に 5種類の土層分類を

行った。

また撹乱をo 3 a層 黒色砂層・地区でみると B-1，D-2区にみられる層で堆積が薄く，

また破線を付した部分はB-1区では部分的に北，東壁においてとぎれた状態をみる。受け，

2層との区別がつけにくいために行った。遺物の出土品を見るとこの層やや黒みが薄くなり，

の遺物はローリングを受けたものでしめられている。

また03 b層一第 I貝層・黒色砂層上部に堆積する貝層の層である。主にカキ殻を多く混入し，

アワビを含む層である。岩礁性のサザエ，

o焼土層 -B-3区北，束壁にみて II層に分離できるものである。色調は赤褐色を帯びて，

ポロポロ剥落するねじり鎌で削ると，I層と II層の間が粘土塊を焼いた様に境界部分が固く，

8 :ぎ
3
3
8
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明用問マ ー

部分がみられるものである。

03'層一暗貰褐色砂層 3層と似かよるが，やや黄色味を帯ぴた暗貰褐色砂層である。 B-3

区北壁部付近で須恵器の出土をみている。

03層一黒色砂層 B-3 -D 21区周辺までの南北約70m近い土層を形成するもので安定

した堆積状況を示しているものである。もっとも厚い部分B-6区で、約50cmをみており，また

遺物の出土点数も B-6，X-6， B-8区で総出土遺物点数の約70%を占めているものであ

る。

03C層 第II貝層・ B-6区で検出した貝殻をもっ層で 3層の黒色砂層の下部からおもにカ

キ殻を堆積させた状況にあった。

第 4層 貰褐色砂層で B-6 -A-13区までの堆積と， A-13-31区までの堆積層出土遺物の

時期的差があるところから，この層を B-6 -A  -13区までを 4層としA-13-31区までを4b

層と名称をつけることにした。 4層は上面で数10点出土をみるが遺物の量は 3層と比較すると

突然点数が少なくなるという現象をみるものであった。なお B-8区で鉄製品出土を 1点みて

いる。

第 4b層-A-13-31区にかけてみられる暗貰褐色砂層である。この地区から南側は，縄文

時代の遺物を中心として遺物の出土をみるようになる。また堆積した砂層の質も細かい砂でな

く粗めの砂に変化する。

第 5層-i昆貝砂層，青みがかった砂に細かい貝殻が混じる。K(i毎岸)区， B-1-8区まで検

出している層でこの層にみる遺物はB-1区はほとんどローリングを受けるものである。が，

B-8区 5層では弥生土器の底部 (P-24) とみられるものが l点I中i土をみている。

第 6層-i昆喋破砕貝層円喋に混じるようにして貝殻の細かい破片が堆積する。遺物の出土を

みなくなる。

第 7層 砂喋層，湿り気をもっ砂と疎が検出された。この層ではローリングした須恵器片 1

点出土をみている。

第 8層 黄茶摘色砂層で粗い砂の堆積をみる。海の砂と違いiilJ水によって運はれた砂の状態

であり，下部からは水がわきだすようになる。なおこの層の上面まで縄文時代の遺物を検出し

ている。

第 9層一暗貰茶褐色砂層で，水分を含んでいるためにこのような色調を帯ぴるものと思われ

る。やや砂の粒が大きくなる。また D-21区では，標高約1.5mで、水がわき出す。

以上が古田遺跡での層序である。なお B・C-42区では表土下約40cm(標高2.75m)で地山(貰

灰色砂質土層)に達するが，表土中より縄文時代中期~後期の遺物をみている。(町田)

10一
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(3) 遺物

古田遺跡の調査で得られた遺物は，縄文土器片約 200点，石器50点，弥生土器20点，古墳時

代以降の土器片約4，000点，鉄器 3点であった。このほかに古墳時代の人骨 1体と鉄器 1点，自

然遺物としてカキ殻を主体としたブロック状の貝殻類が得られた。この数字は範囲確認調査と

しての資料であり，包含層を確認した時点で埋め戻した区域もある。

以下年代ごとに説明を加えて見たい。

1 縄文時代の土器(第 7~10図)

縄文時代の遺物はD-18区から B. C -42区まで出土を見たが， D -18~ A -31区まではほ

とんど縄文晩期の土器である。 B . C -42区では中期から後期に至る資料が得られた。

図示出来なかったが，滑石粉末を多く混入した中期の土器がB. C -42区から出土した。底

部と胴部分である。このグリッドは谷聞の一番奥に位置し，南側の開口部の方が近い。包含層

は砂と粘土の混じり合った所で非常に浅い層からである。入江が砂丘で陸化した最初の部分であ

り，中期がこの遺跡、の創成期であろう。 1はC-42区からの出土で中期の土器と混在して出土し

た。日縁が 2重に肥厚した部分に，綾杉状の短it線を施している。頚部はしまり胴は丸く張る

ものと思われる。器形は北久根山式になるもので，ブリッヂになる把子の部分も出土している。

胎土には，若干の雲母や長石も含まれるが，貝殻粉末が多く混入されている。色調は内外とも

暗褐色を呈し，胎土・焼成とも良好で、ある。

2 ~ 6は条痕文を主体とした口縁部で晩期の土器群である。 2は内外とも丁寧に浅い条痕が

施され，口唇部はややおさえ気味にナデられている。外面は褐色，内面は暗褐色を呈し，胎土・

焼成とも良好で、ある。 3は内外ともへラ状の擦過条痕が施され，粗く調整されている。胎土

は粒い石英粒が目立つ。色調は内外とも褐色で焼成は具好。 4は外面に棒状施文具による粗い

沈線様の条痕が施されている。内面はへラナテーの擦過痕が残る。胎土は精選され長石や石英の

微粒が含まれ，焼成も良好で、色調は茶褐色を呈する。 5は口縁部であるが端部を欠失している。

上端は肥厚し若干の「く」字を呈する。この肥厚した部分に組い条痕が見られる。内面にも弱

い条痕が見られるがはっきりしない。胎上には細かい雲母を含み焼成も良好である。色調は外面

掲色，内面は暗褐色を呈する。 6は一番大形の破片である。口縁に近い上端部は横にナデられ，

それ以下の胴部は細い棒状の施文具でタテに 1本 1本描かれており，全体的には条痕様に見え

る。口唇部はやや尖り気味に丸くおさめられている。内面はへラ状のものでヨコナデ調整され

ている。補修孔が 1個認められるが，この孔は焼成以前に穿たれていたと思われる。 7は条痕の

地文をへラ状のものでナテ1肖している様であり，器表が荒れている。内面はへラ状のものでヨ

コナテ。されて整っている。胎土には多くの結品片岩粉末を混入しているため締まっている。一

- 12-
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司園周哩圃FT

見中期の土器を感じさせる。 8も同じように胎土に結品片岩粉末を混入している。器表には弱

い貝殻条痕が走る。口唇は薄く尖っている。 7. 8も焼成は良好で、色調は赤褐色を呈する。

9は口縁で器表は貝殻条痕が施されている。内面はナデが施され，胎土には貝殻粉末を混入し

ており，締まって焼成も良好で、ある。

10-23は貝殻条痕文を主体とした胴部破片である。この中の10・15・17には結品片岩の粉末

が混入されている。これらの破片は全体的には胎土・焼成も良好で，器壁も薄手のものが多

い。 24は粗い条痕が見られるが，全体的に磨耗している。両側から穿たれた補修孔が 1個認め

られる。 25はこれまでの土器の胎土と違っており黒曜石の細片が含まれ，条痕が施された器表

は荒れている。内面は炭化状のものが付着している。

26-33までは無文土器の口縁部である。ほとんどが深鉢形になるものであるが， 28のように

小形になるものもある。 30もあまり大形にはならないが，滑石か結品片岩の微粉末を含んで、い

る。また32や33は茶褐色の精選された土が使われており，器表が荒れたものもある。

34は口縁を欠失する頚部から胴部に至る部分である。器表には棒状の細い条痕が残る。内部

は荒れて磨耗している。頚部が締まり胴が張っていることから壷形になると思われる。

35は組織痕土器である。経系と緯系が整然としており間隔が密である。緯系の方は細部にわ

たって撚糸の方向まで観察出来る。外面は褐色であるが内面は黒色である。胎土・焼成は良好

である。

底部 (第 9図36-40)

底部は 5点が出土した。 36は底の部分を欠失し，立ち上がりの部分だけである。外面は無文

で凹凸が見られるが，内面はへラにより磨かれている。胎土・焼成は良好。 37は平底で，立ち

上がり部分には指頭による整形の跡が見られる。胎土には長石や雲母を含み，焼成良好で、ある。

色調は内外とも茶褐色を呈する。 38は平底で外に張り出し，立ち上がり部分がくびれている。

胎土には貝殻粉末や白い砂粒を含み良好だが，焼成は甘くもろくなっている。復原口径8.2cmを

計る。 39は磨耗を受け全体的に丸くなっているが平底である。胎土・焼成とも良好。復原径9.2

cmを計る。以上は鉢形土器の底部と思われるが， 40は若干の上げ底となり，立ち上がりが外反

しており，かなり胴部がふくらむと考えられ壷形を呈するであろう。胎土・焼成は良好で、復原

径7.8cmを計る。

精製土器 (第10図41-46)

粗製土器とセットで出土した精製土器は若干であるが，まとまりを見せる。 41は口縁部が短

く立ち上がり，やや外反して浅い 1条の沈線がめぐる。頚部は尖り気味に突き出し，胴部へは強

く屈曲して張り出す。胎土は精選されており，丁寧に研磨され黒色を呈するいわゆる黒色研磨

の浅鉢である。42はほぼ平坦に外に開いた口縁部は，端部が尖り気味におさめられている。 頚

部は締まり，胴部はゆるくふくらみながら浅鉢形を呈する。内外面とも暗褐色で全体がへラ状

14 



と
ミ

ミ
斗

__
__
__
__
__
__
1

、J

ぷ
[:.
r机

、
rJr

4:~
:.'

;キ読
'l

..
tf
::r

.包

iぷ;
f;沿ti

長純:
見
j;

 
?λ烈dJAr
lfj;
!

 
川
唱

i
も
ι
 .5i: 

リ
京
下H

も品距
町v.

l~;
 

争ジ
北}
穴n泌イ

ふ
ム
記ιfJ{
下協
幸匹L
伊J骨~

ll
，、

Iヘ:~
'-:

':{
，:
'l

'γ
tiい

;μ~
.~
h
V

日

も;:
;)J
';日
守

ミ
ミ

ミ
ミ

';'!
-It，
. 

4
 0
 

ー、‘ J W

1 〈 い べ J h も ト yi ; : t i  、 内 川 i H h 即 時 M V 4 H

1 1 : i ; i d - - w  

z i hベ 川 叫 が お d h 1 4 2 1 uJ A ，‘ 4 5 月 刊 W H A F r l 濯 す ， ・ h H 』 t

q h や 山 1 2は F J k f H 日 i H d u

円 { J N、 ム ペ J ヰ e r ド 以 一 川 内 叶 J R -叶，R r i 1 v u V 1 i f J J u q A V - - ト F7 i E f u t J t l J t - v g a p -: ; - R J h r ? i  1 1 M Y母 子 ん J J 1 3 G

! t ! d i l l  a p k ハL 4 4 p a j i Q f h J b r b 二 』 ， も ι n

y - - 2 1 2よ 〆け 1 6 v t t q y z f i t i h z eぺA け J i tタ ト U J i a v l A U F γ

( 1 1 1 1 i p i  

l l ! J 勺 ? J 1

ダ
ー

¥
，

.
~，_

;T~
吋

叫
rF

:~
"t

(2
;'
.

こt
;~

~~
;~

 
:':;J
 
l
ぎ
n;

i
守
二
長
ミ
ミ
丸
町

il
，f
/j
)司
豆
!'

J，
~
γ
ι

ベ
ト

F
勺
ヰ
ミ
?
泊

ーニ
フl

，~
L~
ユ
ー
む
〉

L

ぷ
ミ

ミ
こ

コ

h u d F j a B S  

原 和 絵 師

了 j p 一日 u u， A U v 泊 三

一ぺ J 5 8 t じ古

一 暗 号
お

ζ
二
二
二
二
二
コ

ふ
eふ .~

" 

川噌
-<..

I\，.
_fl

::
!ふ
;
ミ
r~

V
交
に
ヌ
ル
持

、
定

μ
‘

守
';
i'
-.
:'
''
;'
'，

v
h
J
-
4
7
ミ心

、
ヰ
ミ
立
て

l'.
~，~

吋
t_i
~~

72
対

~
I
一
一
一
一
一
一
三

瀦 ∞ 図 誼 U N H 庁 輔

ζ
二
二
二
二
コ

。

l l H 日 ! |
刈 連 盟 ⑨ ( ば )

。コ

c
 
~
 

にD

ー-h
コ

A
 

J
 

手
と
二
一
一
_
l

上
~

σ3
 4

 、J

N 0  
4 0 0 ヨ

一
一

一
一

ー
で

一
一

一



轟U

24 

一一一足可計五R'~ご~ ( ¥ 
"!?，ゃ{(l..'J:_!:.:ス;;，y ¥ 
~-!~:~:-.~，町二J ψ、当 I 
't;tlt.;{主浮""J I I 
同i三ぷ習 い~

27 

22 21 

4刊J右も
れ佐治
，8"'議~，~ ":~ι; 
~~;~r;乍! ~ ;ぶ、~、、

，往L往ポ8〆'f~弐札:i、J目"瓜刊日
J耳F'、ぬ4よ叫、勺、 、:"¥1
説弘、色、 L割前・ 4 官 L 今~，

丸~1:l'l~~九九さ~.~~~~~';~'th魚、h・二1占~ j.:'~~"";J ，愉，l}J 1
':!.'~~，~:乙~:"~'i.;~<~，) 寸。i

乙丸~:~l~子・44rグ同
‘"が'(i~:と:.:;~.:;'d、~'
りι，~).，"7~:;}~:

\".f.fl.;'i'町、;~，

2モ析!
29 

32 

26 

ぷ:苛:-:~~;争点一寸\
牛耳ト荷予 ハ
"'-"'二、き4令:.r I 

‘可証:r / / 

31 

25 

_!I 
33 

汁
川
ハ
九

A
J
Y
 

-」川一川…

ufv

h
i
h
'
H
t
'
リ
ド
し
い

J
V

m川
川
川
よ
か
ι

午
昨

y

門

M
W
V
V
U
μ
山
ハ
』

j
d
y
t
I
J
v
r
y

'
Y
4
h刑
川
川
つ

M
川

J
L
J
P崎

呼
砂
川
斤
{
什
m
h
U
1
4
0
d
仏ザ
Lhfu

ぷ
抑
制
伊
川
川
弘
リ
ド
市

γ
a

G
4
M
叩
如
れ
山

M
W
v
i

h
仔
此
何
日
れ
H1，

30 

ル実情湖;'~_，_.，
'了、』小和、Jヲ7;_~::'::' ;':'fヘご守j;.~.:..

組九~:;:j.子同.}~.. ~;;:-~.~;; ;_.~~:~野1み
(}~"品位同 iÞ官←九日山台恥 φγ1首首
些守古鳴霊誌込什;=1;1d錦吋ペ吋j官vrr引払ヘ可、tt
護炉己宇マ認「寝還忌手拘姉五治云戸戸!:戸〉7a1:日J 
恐霊fA芸子宣$宗ユ与込約込持ずと告
会、'"守';;::"Cぐ才、弘片町ゴτ.~.~""，~~

¥ィ-iCニ当

ーー--
36 

34 

一」γつ
40 

10cm 
。¥γ-Jcゴ

縄文土器実測図⑧ (Yz)第 9図

16一

4 
タ

iタ? 

:玄玄盗 J 



のもので研磨されている。胎土には貝殻粉末が混入され焼成も良好。復原口径は25cmを計る。

43は大形の半精製の浅鉢形土器である。口縁部に 1条の沈線が入り，頚部は直行しながら外反

しており，接合面で欠失している。胴部は「く」字形に屈曲するものと思われる。胎土には長

石や石英の微粒子を含み焼成も良好。色調は内外とも補色を呈する。 44は口縁が外反し 1条の

沈線がめぐる。内側も玉紘状に区切られている。頚部は内湾して胴部は「く」字形に屈曲して

いる。研磨は施されているものの，半精製土器である。 45は半精製の土器で頚部から胴部へか

けての破片である。頚部はあまり締まらず，胴部も張らない中鉢状を呈するようである。胎土・

焼成は良好。 46も頚部から胴部へかけての破片であるが胴部は屈曲して浅鉢を呈する。胎土に

は貝殻の微粉末を混入している。表面はかなり磨耗を受けているが，内外とも黒色で研磨され

た土器であったことが窺える。

今回の調査における縄文土器の構成は，数こそ少ないが，遺跡の規模からすると予想外の結

果を得たと言える。縄文中期阿高式土器や北久根山式土器の出土は，若干ながらも，海岸線に

位置する遺跡の特徴を表わしているといえよう。晩期の土器は条痕文土器を主体としており刻

み目突帯の土器は見られない。この土器群に供伴する精製土器は，その特徴から黒川式を中心と

するものであり晩期中葉ということが言えよう。

周辺における関連した遺跡をあげるならば，大悲観岩陰遺跡や，相浦川を 4kmさかのぼった，

標高約16mの地点に位置する下本山岩陰がある。昭和45年調査が行われ轟式や曽畑式土器と人

骨が出土し，さらに中期阿高式や後期の鐘崎式土器などと一緒に石器や骨角器が出土している。

貝層も検出されており海に依存した様子が窺える。本遺跡との直接のかかわり合いをあげるな

らば，九十九島と呼ばれる島々の中でも一番大きな高島に所在する，宮の本遺跡があげられよ

う。高島は佐世保市に属し，古田遺跡からは 4kmの南に位置している南北 3.5km，東西 900m 

の細長い島で，南端には標高 136mの番岳がそびえる。遺跡はこの山の麓の砂丘に営まれてい

るが海にはさまれた東西の地形はわずか200mにすぎなし、。

調査は昭和52-55年度にかけて実施され多くの成果が得られている。縄文時代の遺物は古く

は曽畑式から阿高式，舟の元式がわずかに出土している。縄文時代の主体をなすものは晩期の

土器である。ここでも貝殻条痕文土器や各種の条痕を主体にした土器に伴って精製土器が出土

している。主体はやはり黒川式土器が占めるようである。ここではさらに組織痕土器や刻み目突

帯文土器も出土しており晩期中葉から終末にかけての様相が見られる。この時期に伴う遺構は

土拡墓が検出されている。弥生土器も多くが出土している。ほとんどが中期中葉のものである

が，弥生の場合には良好な石棺墓を伴い人骨も遺存していた。特に石棺墓では宇久松原遺跡、や

浜郷遺跡で、見られたような板石積の石桔墓か検出され，南九州、|の地下式板石積古墳に類似した

様相も見られた。以上は宮の本遺跡の概略であるが，古田遺跡の場合，縄文から弥生時代にか

けては，前者の影響を強く受けてい たと考えられる。(安楽)
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第10図縄文土器実測図④(巧)

2 縄文時代の石器(第11-12図)

出土石器の中で縄文時代に属するものを図示した。 1は黒曜石製の余IJ片撒である。片面は一

回の打撃で剥離され，エッヂは両面から調整されている。先端部をわずかに欠き，長さ 2.5cmを

計る。 A-21グリッド晩期の層からの出土。 2-10は黒曜石の剥片である。 2-7の縦孝Jjぎの

ものと， 8 -10の横恭Jjぎのものがある。鈴桶遺跡などに見られる 5cm前後に集中する，いわゆ

る縦長剥片石器とは違い，形態的にも不定形である。黒曜石の材質は，中に白い不純物を含む

ものが多く，松浦地方に産するものであろう。 11は断面三角形を呈した縦長剥片でサヌカイト

製である。左面の半分は自然面を残し横剥ぎの加撃である。右面は平担面から一回の打撃で剥

がれている。平坦面にも自然面が残され，全体的に使用痕は見られなしミ。長さ8.5cm，幅 3cm， 

- 18 
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厚さl.1cmを測る。 12はサヌカイト製で，断面三角形の尖頭状の石器である。下端部を欠失す

るが，三辺の一辺は自然面を有し，残り 2面は荒い禁Jj離が加えられ，完成された石器としては

粗雑で、ある。海岸に立地した遺跡として見るならば，石銘としての用途も考慮される。 13は砂

岩製の凹石である杭両面とも磨石の用途も兼ね備えている。重さ 650gを計る。 14は扇平な砂

岩を利用した磨石で両面を利用している。重量 300gを計る。 15は硬い頁岩質の不定形な磨

石である。研磨の部分は光沢があり，わずかにふくらむ。重さl.23kgo 16は大形の砂岩質の石

凪であ る が 両 端 を 欠 失 し ている。中央は若干凹んで、いる。(安楽)

-13 
14 

10cm 

。 10cm 

第12図 石器実測図② 回石・磨石(}3')・石皿(万)
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3 弥生時代の土器(第13図)

全体の割合から見ると，弥生式土器は少数にすぎず文化層もはっきりしていない。 1は外反

する壷型土器の口縁で口唇部は丸くおさめられている。口縁のすぐ下は，わずかに高まりが見

られ頚部へ至る区切りが窺える。この高まりを中心にハケによるヨコナデが上から斜めにかけ

て見られる。その下には浅い 2本の沈線がめぐる。内面は口縁部分にハケによるヨコナデが施

されている。胎土には石英や長石それに若干の雲母を含み，胎土・焼成は良い。 2は護形土器

で断面三角形の貼り付け口縁を呈し，胴部には地文にハケ自調整を行い，そのあとタテにへラ

状のもので磨かれている。色調は内外とも褐色を呈している。胎土には石英粒，長石を含み焼

成も良好である。復原口径16.4cmを計る。 3は2と同じ断面三角形の口縁を有するが， 2と較べる

とやや下におちる。表面はやや磨耗を受けているが，ハケ目などは施されていない。色調は黄

禍色を呈し，胎土には石英粒や長石を合む。復原口径15.7cmを計る。以上の土器は中期前葉に位

置するものである。 4は復原口径25.8cmを計る大形の嚢口縁部であるが磨耗著しい。口唇の内

側は欠失しており特徴が見られないが鋤先状に近い形をしていたと忠われ，中期中葉以降に位

置づけされる。胎土には粗い石英粒を多く含み器表は磨耗著しい。 B-6III層からの出土， 5 

は口縁部に近く，磨耗著しいが，よく締まった頚部にわずかなノ、ヶ目を認めることが出来る。

胎土には粗い石英粒を多く含む。この土器は査に近い形である。 6は口縁部で西北九州には異

質の土器である。外反して伸びた口縁の口唇部は内外からヨコナデされ，わずかに浅い沈線状

のものが認められる。頚部は締まりそこに断面方形の突帯が貼りつけられている。突帯には指

頭と思われるもので整形され，爪形状のものが斜めに施されている。口縁から頚部にかけては

指頭によるナデがあり，その下はへラ状のもので調整されている。内面も指頭によるナデ調整

が見られる。色調は掲色で胎土は精選され焼成も良好で、ある。復原口怪17.2cmを計るこの種の

土器は，鹿児島県において弥生後期から古墳時代に比定されている成川式土器に類例が求めら

れるのではないだろうか。 7は底部か器台と考えられるが，粘土の接合部で割れているため確

証がない。色調は茶褐色で胎土は精選され轍密である。復原径は 9cmを計る。

底部

3点が出土した。 8は壷の底部と思われるが，底は平坦でなく全体に丸みを帯ぴる。内外に

は粗し、ノ、ヶ目がi芙く施されている。胎土には粗い石英粒を含み焼成は具好，色調は黄禍色を呈

する。復原径10.4cmを計る。 B8 -24区からの出土。 9は大形の平坦な査底部である。粗い石英

粒を多く含み焼成は良い。色調は外面がやや赤みを帯びた褐色，内面は寅褐色である。復原径

は8.5cmを計る。 10は嚢底部である。器壁は薄く，表面には全体にハケ目が施されている。胴

部は張り出しているが，それ以上の器形は不明で、ある。しかし底部が全体的に丸みを帯びてい

ることから，後期あたりに考えられる。復原径は 6cmを計る。色調は内外面とも赤褐色を呈し

ている。 (安楽)
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4 古墳時代の土器・鉄器(第14-23図)

大きくわけで，土師器と須恵器がある。その他に軟質土器(2点)、鉄器，土錘，石錘等を検

出している。出土点数は約4，000点，内，須恵器91点，土師器3，900点，鉄器 3点，土錘4点，有

孔石錘 1点をみている。地区別にみていくと， B-6， B-8， X-6区におよそ3，500点の出

土をみており，生活空間がかなり小さな範囲にしほられているとみられる。調査区内において

の時期は， B-8区が古式土師器段階の出土遺物が多く，次にX-6，B-6区がおおまか

な傾向としてとらえられる。須恵器の出土量としては， B-6区が (35点)で一番多く，次い

でB-3区 (29点)この 2地区で全体の約70%を占めている。また， B-3区の出土の須恵器

は8世紀代を中心とするものがこのほとんどである。以上が，出土遺物に関する概略的なとこ

ろである。以下， }I慎を追って説明を加えていきたい。

土師器 (第14図 1-25) 

時期としては，布留式土器の特徴をそなえた土師器が， B-8区を中心に出土をみている。

口縁部直上に沈線をみて，頚部から口縁部にかけ内湾し，器壁がかなり薄いものが多くみられ

ることが特徴的である。

1は一見弥生土器の様な型態をそなえるが，口縁底上に沈線をみるものである。内外面とも

にハケ目の調整が残るものである。 2は，畿内地方でいわれている布留式土器で，ロ縁部が波

をうった状態を呈し，口縁部内面に厚みを持ち，かえり状を有す。 3は内外面ナデ整形をみ，口

縁部をつまみあげた状態をみる。 4-17は，いずれも口縁部にit線，あるいは浅い出みをみ，

口縁部が内湾するものである。 18は，口縁部を内外面からつまみあげたようにし，口縁部直上

を丸くなすものである。 19，20はやや器壁が厚くなり，口縁部が外反しているものである。 21

は大きく外反するもので， i炎黄白色を呈し，胎土が古田遺跡でみるものと異なるものである。

24は口縁部が噛状になり，内日をつまみあげた状態にしている。 25は頚部からの立ちあがり

外反するが，口縁部付近で内湾し，口縁部をつまみあげた状態にもっていくものである。 22は

聾形土器で，口縁部がほぼ、直線的にのぴ，口縁直上に浅い凹みをみる。 23は，二重口縁の土器

で，口縁部がやや短いものである。

土師器 (第15図 1-11) 

口縁部内湾する二重口縁の変形をみるもの，口縁部が直線的になり頚部がしまるものをこれ

にあてた。

1 -4，童形土器で 1は口縁部が内湾するもので，内面頚部から肩部にかけへラケズリをみ

る。 2， 3は，口縁部が内面外反し，外面微妙なふくらみをみる。 口縁の短いものである。

4は二重口縁がくずれた形状を呈し，頭部からの立ちあがりが内湾し，口縁端部で外反し，丸

く尖らせる。 5-9，壷形土器で， 5は4と同様口縁部が徴妙に変化する。頚部がしまる。 6

頚部が締まり，頚部からの立ちあがりが，外反ぎみに口縁付近で内湾するものである。 7・8

23 -
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また 8にはi美は器壁の厚みが同じくらいに，頚部から口縁部にかけやや立ちぎみに外反する。

内面暗文風のへラケズリを行い，磨きをかけている。頚部から肩部にかけ9， いj尤線をみる。

11は小片であり，へラケズリをみている。外面風化して整形状況がはっきりしない。 10，ては，

径を求められない。共に，護とみられるものである。

(第16図 1-14) 土師器

口縁部が外反したものをこれにあてた。E買部にしまりがなくなり，

7は嚢形土4， 3， 7は布留式土器以後に後続するものとみられるものである。1 -5， 

口縁部付近でやや内湾ぎみで2は頚部から外反するもので，器になるとみられるものである。

やや外反する。査とみられ口縁部付近で，5は頚部から口縁部がほほ、まっすぐに立ち，ある。

9 -11はほぼ同時期の産物とみられる。壷とみられるものである。頚部から大きく外反しる。

12・13頚部が口縁近くていくものである。 12-14は7-8世紀頃の土師器とみられるもので，

ゆるやかに肩部へ移行していく形態をみるものである。 14は口縁部が立つの高い位量にきて，

た状態で胴部へ移行していくものとみられる。

(第17図 1-17) 土師器

および脚部，製塩土器をこれにあてた。高f不，

高士不の杯の部分2-7は，脚が付されるものとみられる。1は須恵器を模倣した土師器で，

3 口縁部付近から外反するものとみられる。2は脚近くまで丸みを帯び，とみられるもので，

F
h
d
 

ほほ直線的に外反する。4は口縁部，丸みを持ち，には明瞭な稜が肩に付されている。

8 -10がほぼ中央部付近8 -12は，閥lにあたる部分のもので，杯と脚の接合部である。7は，

放物線をえがく形状を呈する。 13・14は高でふくらみをもたせている。 11・12は小形の脚で，

13はほぼ平坦なすそ部をなし，急激な立ちあがりをみる。 15-17土手の脚になる部分とみられ，

また16にもタタキを施した状15にはタタキをみており，は製塩土器の一部とみられるもので，

態がわずかにみられる。

(第18図 1-15) 土師器

土手類を見るものである。全体に B-6区出土のものが多くを占めている。士不類には口縁部が

直立するものとがみられた。内湾するもの，外反するもの，

2 は u 品~Îl掃をま1は口縁部にi莞い沈娘をみ，1-3 ・117うずあり，口縁部外反するものには，

口縁部内湾するものには，3は口縁部が微妙に変化し，外反する。るく尖らせおさめるもの，

口縁端をつまみあげたような形状をみる。4は口縁部直上に沈線をみて，4 -10， 12， 13がある。

6 . 7は3の外反するものと口縁部の作りを同じようにみ5は，大きく内湾するものである。

日縁部が直立するものにるが，外へださずに内側へおりまげるような状態をみるものである。

15は口縁端に丸みを14・15がみられる。 14は口縁部を直上から内面へ切ったような形状をみ，

(第四図 1-15) 

もたせる。

土師器
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小型の壷類としたものである。

1-3はu縁部が胴部より狭いもので，いずれも口縁部内湾した形状をみる。 4は底部が丸

底をなさずへこみを持ち，二重口縁をなし，ほぽ直立した口縁部をもつものである。 5-8・

10・11は胴部より口縁が広くなるもので， 5は口縁部二重口縁をなすものである。 9も二重口

縁の変形した状態をみるもので，外面ナテゃをみるが内面ナデをみない。 12は頚部から立ちぎみ

に口縁部へ向い，口縁部で外反する。胴部が長くなる。 13は手控土器で，底部を平底になす。

口縁部を欠損する。 14，底部が尖りぎみをみている。内外面， ミガキをみる。 15は平底に近い

丸底をみるもので，外面へラミカ守キを行い，内面底部までへラケズリをみる。

土師器，瓦質土器，石錘，鉄器，土錘 (第20図 1-14) 

1-3は斐の底部で， 1はやや尖りぎみになり， 2は底部がやや平たい丸底である。 3はや

や立ちあがりの傾斜が急である。 4は杯形土器ではりつけ高台をもっ。 5は瓦質ぎみの土器で

焼成があまい盤形土器である。 6は瓦質の盤形土器とみられる。

有孔石製品，鉄製品，土錘(第20図 7-14) 

7は頁岩質の材質を用いて，正面上部に 5mmほどの穿孔を計る。全面にケズリこんだ様な磨

きをみている。長さ 6.2cm，幅 3.0cm，厚さ 2.2cm，重量61.5gをみる (B3 -S 1) 0 8は板状

の鉄器である。正面左側面で1.5cmを計る。 錆による腐食が進む。不明製品である。長さ 8.7

cm，幅3.65cm，厚さ1.7 cmを計る。 9，E. F-23区人骨の副葬品万子である。ほほ完全な形で

残るが腐食がはげしく，闘の部分が明確で、ない。全長15.5cm，幅2.1cm，厚さ0.35cmo 10，鎌状

鉄器とみられ，下部を折り曲げ正面左側商の刃が薄く，右側面部厚みを持たせる。長さ19.5cm

幅 2.4cm， 厚さ 0.25cmを計る。 11-14は土錘で，いずれも砲弾形を呈するものである。 11，

A-31区2層，やや幅が狭くなり，長さ 2.9cm，幅 1.6cm，径0.85cm，重量 6.2go 12，表土層，

長さ 3.1cm，幅1.85cm，径0.55cm，重量 7.4go 13， K-5層，長さ 2.8cm，幅1.81cm，径0.55

cm，重量 8.7g 0 14， B -6区表採，長さ 3.0，幅1.78cm，在0.65cm，重量 6.4gをそれぞれ計る。

須恵器 (第21図 1-17) 

1-6は蓋杯である。 1は稜は小さいがシャーブな整形である。朝鮮系の須恵器であろうか。

2は蓋にみられていた稜の痕跡が全く姿を消すものである。 3は蓋の内面にかえりを持つもの

で，またかえりが口紘端部より下方にのぴるものである。 4-6は，天井部中央につまみをも

っ，擬宝珠様つまみを有する蓋類である。 7-12は杯身で， 7， 8が高台をつけないで受け部

をもつものである。 9-12は高台とハリ付けを見る杯身となるものである。 13，14は高杯の類で

13は小片で脚径を測りえないが，脚端部を丸くおさめるものである。 14は盤状の杯に脚をは

りつけたものである。 15は胴部から口縁部へ内湾し， 口縁部丸みをもって終わらせる。 16は

壷形土器で内面同心円の板呉を用いて，かざねのタタキを行い，青海波文となる。外面格子目

のタタキをみるが，肩部付近をナテーによって格子目文様が消えかかる。マキアゲ， ミズヒキの

整形をみるものである。 17，口縁部片であるが，口縁部外湾させ口縁部先端をおりまげたよう

25 
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開閉冊~

にまるく形成する。

須恵器 (第22図 1-2) 

(:1縁端部が上下につきだす形状を呈し， その上下の中央部がややふくれた状態をみる護

とみられる。 また内面には自然柑の付着があり， i炎黄褐色と灰色のまだら文様をみる。 2，護

の胴部片で，外面に平行条規叩文のタタキを行い， その上を数段のカキ目調整を行う。内面，

同心円の板具によって青海波文のタタキをみる。内外面灰色を呈し，断面も灰色を呈する。中

央部と上部に他の須恵器が焼成時に接合した状態をみる。 また下部は，焼成時の熱を受けただ

れた状態を呈し， 一部自然柑かかり時緑色を呈する。

」一一 l ーが

dタ

2 
ノノ

10cm 

第22図 須恵器実測図②(対)
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朝鮮半島系土器(第23図 1-4) 

1はB-6区より出土の軟質土器である (p-36)。外面全面に格子のタタキをみる。頚部と肩

部の聞に 3本の沈椋がタタキの上をなでるようにめぐらすものである。頚部から口縁部にかけ

ては，ナデ、整形のためタタキの文様がかすれた状態を呈する。内面口縁部ナデを行い，頚部か

ら以下は指による縦ナデを行う。色調は内外面煤ミガキをかけたように黒色を呈し，断面中心

部が黒色でそのまわりが赤褐色を呈する。胎土は轍密な粘土を使用し，焼成がややあまい。 2

もB-6区出土の軟質の壷で(P-17)、内外面暗赤褐色を呈し肩部から底部付近まで格子のタタ

キを施す。その後体部に三本の浅いit線をヲ|く。また肩部から口縁部へ向けではナデ整形し，

格子のタタキを消却する。内面は指による整形痕を頚部付近にみて，それ以下を指によって縦

方向にナデたものであろうか。擦痕状のものがみられる。丸底の底部をなすと考えられる。 3

は無文土器とみられるもので，焼成あまい。断面円形状を呈し，日縁部に紐状にハリツケを行

った部分の残片であろう。 4，格子白状に細い線描きを縦方向から行¥，)，次に横方向から行う。

また，この擬格子目をわかつように太い沈棋が一本ヲ|かれるのを見ており，上記の 1， 2を模

倣して作られたものではなかろうかとみられる。胎土，やや荒い。焼成あまく，黄褐色を内外

面呈する。以上が本遺跡における主な遺物である。
(町田)
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まとめ

ここで、は， B 3 ~ A -13区に出土した遺物を中心に土層， 出土地区を優先させながら土

器の特徴をあげて， その編年観をとらえていきたL、。

第14図にあげた護形土器資料が古式土師器として取り扱った資料である。 この時期の特色と

して， 口出&<部カf内j湾し， 口縁部直上を指によるナデ， ツマミによって口縁部を一周させ沈線状

の凹みを作りだす。 また器壁を薄くすることもこの土器の特色である。 この土器に後続するも

のとして第15図 1~3 をあげた嚢がある。 この時期になると口縁部に沈線の凹みをみなくなり

器壁に厚みが増し内湾から外反へと移行する形態をもつようになる。 それとはまた別に二重口

縁から形態変化をとげたとみられる 4のような立ちあがりが内湾し， 日縁近くで外反する嚢が

前出土土器と平行かあるいは先行してみられる。第16図 2， 3， 4， 5がやや古そうで， 5世紀

頃に来るものである。 6は6世紀頃に位置し， 9， 10， 11は大きく外湾する形状をみるよ

うになるものである。第17図高邦の破損品であるが， 2~4 は布留式に平行するものとみられ

るカヘ 5~7 はやや後続するものであろう。 15~17は製塩土器とみられるもので，本遺跡にお

いては， 3点の出土をみている。第18図は坪類で， 2はA-13区より出土をみており， 4世紀

頃と考えられる。 4， 5がそれに続いてみるものと思われる。 3， 7がほほ、同時期の 5世紀初

頭頃と考えられる。第四図は小形の壷類としたものであるが， 1が布留式にともなうものとみ

られ， 4は小形の鉢になるものであろうか， 口縁部が二重口縁をなす。 5は口縁部直上に浅い

it線をみて，二重口縁状をなしており，布留式土器と二重口縁とを重複させた器形をみている。

いずれも 4 世紀後半~5 世紀初頭にかけてのものであろう。第20図の 5 ， 6は中世の遺物とみ

られる。第21図は須恵器をみるものである。 1が 6世紀頃とみられる。 2 は 6 世紀後半~7 世

紀前半頃であろう。 3 ~15 はいずれも 7 世紀頃~8 世紀中頃にかけてのものとみられる。第22

図は須恵器の嚢とみられ，共に 7世紀頃のものとみられる。第23図 1， 2は，北部九州出土に

おける比較から 5世紀初頭頃とみられるものである。 3は，無文士器で弥生時代の所産であろ

う。以上の資料を概略編年図にしておいたので，参考にされたい。 (町田)
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古墳時代の遺溝

E. F-2・3区で古墳時代の埋葬と考えられる人骨が出土をみている。(第24図)

埋葬状況は，現地表面より約1.2m掘り下げた所で人骨の出土をみて，仰臥伸展葬であった。

20-30cm程の砂岩および安山岩の喋を人骨の上に蓋がわりにのせて用いたものとみられ，頭部

を東に向け，主軸方位N1l8
0

Eを測る。東側頭蓋骨及ぴ左側上肢体，椎骨，左側寛骨を，イモ

ガマ掘りの際，削りとられ50cmほどはなれた位置に再埋葬されていたが，撹乱をまぬがれた部

分はきわめて正常な位置にあり，埋葬時の状態をそのまま残すものと判断される。また，撹乱

を受けていた頭蓋骨その他のものも，同一個体と考えられる。副葬品として，左側大腿骨付近

に「万子」と，大形のアワビを右側大腿骨近くにみることができた。
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官F'

埋葬遺構の他に B-3-B-8区の間で， 焼土， Pit， 貝層をみており第25図~第26図に

遺物出土状況と合わせて， 遺構配置を記載させている。

B-3区において， Pit，焼土，貝層の検出をみているが，黒色砂層(3層)からとみられる o

Pitをみたが明確な掘り込み面をとらえられず5層上面に検出した。 Pitは3- 4 cm程で 5層

のi昆貝砂層にあたり，柱穴の可能性をみるにとどまった。 また平面図および土層東壁断面にお

いて， インレタを付して図示する部分に焼土を検出しているが， 遺物の出土をみていない。
、
'-

の焼土上面において貝層 (3b層)の形成をみており， 遺物との関係から推定すると 8世紀頃に

貝層の形成をみていると判断された。 また， グリッド南北中央部より西側部分において，角喋

の集石を見る。遺物も数点出土をみているが， 生活遺構とどのような関連があるか， 明石室にやl

断を知ることが出来なかった。なおこの集石部分は小さい点で示している。

B 6区では， P -17の破線で示した部分と P-36に朝鮮系の土器とみられる軟質土器の

一括資料をみており，大陸文化との接触が，本遺跡においてもとらえられたことは， 5世紀頃

の大陸文化の伝播経路に問題をなげかけるものと考えられる。 またこの地区では， 生活の一端

をのぞかせる鉄鎌の出土もみており， 生活状況空間を求める手がかりを残していると考えられ

た。

X-6区この地区は， B-6， B-8区についで遺物の出土 (929点)をみるものの， 3層に

角礁が散在しており， 遺構の検出をみることがなかった。 しかしここでは，製塩土器とみられ

る底部が 2点と， タタキ整形をおこなった土器が 1点出土をみている。

B-8区は， 5層上面に，平面図において記載したようなグリッド北西隅から南東隅におい

て，色調の変化をみており操引きをおこなっている。 この棋引きした南西部分に Pitおよび焼

土の検出をみており， 生活遺構に関連したものとして， とらえられるところであるが，砂地の

堆積層であり詳細な調査が困難なことに加えて， 土層色調の判別がむずかしく，住居遺構と明

確に判断するまでにはいたらずに掘り下げを中止して， 埋めもどしをおこなった。

またA-13-B'C-42区の間では， 遺構の検出を見ることはなかったものの， D -21区ま

で 3層の黒色砂層がみとめられるところからすれば， この地区までは確実な生活祉が，残され

ている可能性を持たせているものである。

以上が古田遺跡における遺構検出状況であった。 この調査区を自然地形下においてみた場合

に，海岸部近くが埋葬区にあてられていて， それからやや奥まって開けた部分即ち B-6， B 

8， X-6区を中心に貝層， および焼土， Pi t ， 遺物等の生活遺構区を形づくる様相を呈

し， それより南側地区のせばまった部分へいくと遺物の出土が急、激に減少することをみること

ができるものであった。 (町田)
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(5) 古墳時代の遺物分布状況

土層図でもふれたように B-1-D-21区まで南北に 3層の黒色砂層が約70mにわたって堆

積をみている。この地区の中でもっとも土師器，須恵器の出土をみたのがB-6，B-8， X 

-6区である。これと比較できる地区がA-13， B -3区の 2ヶ所があげられる。 A-13区で

は，弥生土器と混じって，土師式土器の嚢，時の出土をみており，本調査区における土師器の

もっとも古い段階としてあげられるものとみられる。また B-3区における須恵器出土品は，

現調査地区でのもっとも新しい遺物と判断されるところである。

さて各グリッド別に遺物出土状況をみていくと海岸に近い Bーし B-2，E. F-2， 3 

地区出土の 3層遺物はローリングを受け，丸みを帯びてその形状を知り得ない小片がほとんど

を占めるものであった。ただ例外的に人骨が頭部を撹乱されてはいたものの，埋葬時のままに

出土したことであったo E'F-2・3区において須恵器の時身の出土をみているが，これも

かなり磨耗している。

B-3-8区での遺物状況(第25図，第26図)

B-3区では， 8世紀代の須恵器を多く出土しており，貝層 (3b層)の形成をみたのはこの

時代頃からのものとみられる。

B-6区では， B -3区から最大で、約14m南へ離れたところであるが，遺物の出土状況をみる

と，朝鮮系の土器(軟質土器)の一括資料の出土をみている地区である。またその他に，須j恵

器，土師器，鉄器の出土をみており 4世紀後半-7世紀頃にかけての出土遺物をみている。

X-6区では， B-6区から最大で約12m西へ離れたところで，塩製土器底部とみられるもの，

土師器，須恵器片の出土をみている。布留式土器頃の遺物を中心に出土をみている。

B-8区では，布留式土器を中心に8世紀頃までの須恵器の出土をみるものであるが，最下層よ

り弥生時代の土器底部とみられるものが出土をみている。

A-13区は須恵器の出土をまったくみなくなり，出土点数も III層で 145点と土師式土器出土が

極端に減る現象をとらえることができた。またこの層からは弥生後期におけるレンズ状の底部

の出土をみている。

その他 D-18-26区までにも数点の出土をみているが，形状を計ることのできるものがみ

られず，本遺跡における古墳時代の生活様相は， A-13地区から B-8，B-6， X-6区へ

中心が移り， B-3地区周辺において須恵器の終需をみる様相とみられる。(町田)

- 39-
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第25図遺物分布状況図①(垢)
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表 1 土師器①

造物 l泊版
1I~ 土区 特 徴

H~ 長(叩)
備

ilf 号 番号 口径: ~:f高
コゼJー

第14[';<] 5点、接合。口結l自 1に沈総をみる。口縁部外IX:l，すこし結部が内湾す

1 
18 A13-4層 るD 外面II枯古lから胴部まていハケ円をみる。円面細い横方向のハケ[] (24，0) 

をつけ頚部から肩部にかけても科的方向に剖Ifし、ノ、ヶ Uをつける。

rJ結波をうつ。 I人l由iに咋みを持つ J市状の粘 iをめぐら lt止を砕つ。ロ
2 " B 6 -3層 ーリングを受け摩托するロ色調内外出武補色を早する。日台 l良。 I完成

ペーペaあまい。

3 " 
X6 2点接介。内外而m.褐色を呈する。断面黒褐色，口縁直

P -50 上に浅い沈線をみる。内外面ともにナデ整形を行う。

4 " 
B 8 -3層 IJ ~，~~部大きく内湾 l，日総直 Lにi記、it線をみる。内面，月賞偶色を

(17，0) 
13 呈l，外面liA"'貰褐色を呈する。 I[古Ul'!1i也な粘上使用。焼成良。

B8 内外面赤掴色を呈 l，外面粗い縦のハケ Uを施 l，うすくナテ-mしか
υ F " P-3 

械に一線入る。 II持直いこ浅い沈線が人り，やや内湾する。臼芸母が (14，2) 
日古[，に1昆人。

6 " B8-3層
内外面，)i
確な段を持ち内外線iしみを持つ。内面ハケ日整形，外国ナテ笠JF!1丁う。

7 " B6-3層
内面品t褐色，外面目在赤褐色を果する。口縁部内面，引っ掛かりを持つ。
IJ紋直 k平坦に作る。外商fJ紙ふちも，やや飛び出し丸みを持つ。

8 " B8-3周
内面暗黄褐色を呈 し ， 外 面 赤 褐 色 を 早 す る 。 口 縁 部 内 湾

する。内面細いハケ日繋形，外国ナデ整形を行う。

9 " AX6-3層
内外面黄褐色を呈する。内縁直上にit線をみる。

口縁部内湾する。

10 " B8-3層
内外面赤褐色を呈 l，υ紋直 iに浅い沈線をみる o ijt.'jよく精練され
る。やや内湾ぎみの円縁を呈 l，焼成ややあまい。

11 " B8-3層
内外国赤褐色を呈ーする。外商ミズビキをし，内面細いハ

ケ目をみる。内湾する口縁部を持つ。

12 " B8-3層
4点按合。外商黄褐色を♀ l，内面品、褐色を呈する。 11縁泣いこi莞い
(川県をみる。口紘やや内汚する。

13 " B8-3層
外而制flC、ハケ百を口紋部かり頚部に施し頚部下にかなリi郎、ハケ目を

見る。内面ナテ"'，1)立掲色を呈し外而陪故褐色を呈する。焼成良，胎i:.Qo

14 " X6-3層
口 縁部直上に沈線をみる。内面がやや反りぎみで，日縁

へ続く。内外商ナデ行う。内外面責褐色を呈する。

15 
B 6 内外I而賞褐色を呈し，断面黒色を呈する。 υ縁直上に沈

" P -32 線を持ち，詩形は外反する形態になる。焼成良。

16 " X6-3層
rj~)~部直行こ浅い沈線をみる。内面指によリ押え 1111' ，ナデ繋形をみる。

外国ナテ整形をみる。内外面赤樹色を宅 l，口縁部やや外へ反る。

17 " B8-3層
内外而此褐色を呈 l，口縁部i均的 l，口iま古;立場にひっかかリを持つ，

外面二重口紋のくずれたような波をうつo 胎 L良。焼成良。

18 " X6-3層
口縁部が内湾し，口縁端内外面に引っ掛かりをみて，口

(16，8) 
縁 i直上やや丸みを持つ。

19 19 
X6 そ11枯の他1，にlニミ同);:;1.、制沈組体をとみみ，りれややるタ3ト反点がすあるロる。内内面外構面内ハとケも拭LJ間を施色をした日す佳守る。

(13，25) 
P -47 もう J主斜めからのノ\ケtJをみる。~i\音Ifから同にかけ，ヘラケズリを

みる。外面ノ、ヶ円をナテ'i)-ljす。

20 " B 6 -3層
口減庶上に沈線を持ち，口縁部付近でややIλ.n脅する。 内外1m貰褐色を

呈 l，n古上に長石を混入する。焼成ややあまい。

21 " B 6 -3層
淡黄門色を呈 l，外商ハケ自の後，ナデ行う。内両横方向にハケ目つ
ける。 焼成長。胎土級密である。口減直上に浅い沈線をみる。

4fr接合。その他L同一個体とみりれるも町が， 2点ある。内外商"奇
22 " B8-3層 赤褐色を旦 l，外面粗しミハケ目を斜的にみる。内面Iナデ整形行う。や (18，0) 

や"鵠内湾ぎみである。

23 " B8-3層
内面黄褐色を呈し，外面茶褐色を呈する。内面ノ、ヶロ行

い，外面ナデ行う。

24 " B8-3層
口縁部直上ほぽ平上Rに作リ，色調内外面責褐色を弔する。内面ざらつ
とl，外面ナデ整形をみる。汀縁部端部付近で内湾する。

25 " B8-6層 黄褐色呈し，胎土やや荒い。焼成良。
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表 2 土師器②

遺物 図版 法 量 (cm)
備 考

番 号
出土区 午寺 徴

番号 日 f呈 首同長 士両会

3点接合。頚音防、ら肩部へかけ，ヘラケズリをみ，口縁

第15似1 B 6 
部やや内湾する。口縁部内面なめらかな帝国しミノ、ヶ目をみ

19 
P -31， 30 

る。外面も細しミハケ艮を部分的にみるが，ナテ1自している。 (17.0) 
1 口縁部内外面， s音赤褐色を呈す。頚部から肩部にかけて

は茶褐色を呈す。

内外而ともに黒褐色を呈する。外反し外面口縁部i皮をう
Jコ。

2 /1 B8-3層 内面細いハケ目をつけ，外面ナデ整形行う。 (16.8) 

口縁部ちょっとつまみあげた状態。

胎土良，焼成ややあまい。

21，l，(接合。内外面i"k，体j色を呈するが，部分的に黒払j色を呈
す。日紋部外面斜めのノ、ヶを行うが，ナテ1肖し， l'!(部か

3 /1 
X6 
P -30， 16 

ら肩古iにカミlすて， 古田し、ノ、ヶ目を守子う。
(16.7) 内面は口縁部械のハケ Hを入れ，頭部から肩部にかけて

は、へラケズリをみる。
他に同ー個体，:1点接合がある。胎」二，荒い。焼成不良。

5点接合。 1点同一個体がある。内外面責褐色を呈し，
B8-3層 口tま部， i皮:をうつ。

(14.8) 4 /1 

胎土良。外面に粗いハケ目。内面にも粗いハケ HをみるP-10， 8， 15 
が，ナデによって消し去っている。

3点掠合。口縁部直上にi去しミ沈線をみる。日紋音防ぜ長く，
B 6 -3層 波をうつ。内外面にハケ目をみるが，外面は縦に内而は

(20.8) 5 /1 

横にそれぞれノ、ケ甘をみて，ナデi肖され，部分的にみる。P -34， 33 
内外面，貰褐色を呈す。胎上，級密な粘土使用。焼成良。

日妹都やや内湾する。外面，賞掲色を呈し，内面赤褐色

B8-3層 を呈す。外面全面にハケ日行うが，口縁部ナデ消す。
6 20 内面口縁ナデ行い， ~t!部から肩部にかけ，指のおさえに (11.4) 

P-5 
よって，横ハケナデを部分的に消している。他に26点接

合をみている。

内外面，茶褐色を呈する。外面口縁部ナデによってノ、ヶ

目を消すが，頚部にいくらか残る。

7 /1 
B 8 内而粗いへラによって整形する。 (13.7) 
P -16 胎士良。焼成ややあまい。やや外反する口総である。

内外面， a音貰褐色を呈する。外I百粗いハケ目を口縁頚吉li，
肩部に分けてみる。

8 /1 B8-3層 頭部から肩部にかけてへラケズリ行う。 (12.8) 
日台土やや良。長石 6棚程のかたまりがまじる。

焼成ややあまい。口紋やや外IXし広上に浅い沈線をみる。

2点接介。内外而赤褐色を呈し，日縁部内湾するものと
みられる。 最大径

9 /1 B6-3層 外面へラによるケズリ行い，みがく。

内面口縁部へラケズリし，頚部から肩部にかけ，時文風 17.6cm 

のケズリヂ主る。

外面責褐色を呈し，内面赤褐色を呈する。

10 /1 B 6 -3層
やや口縁部， 1皮をうつ。

日紋部内外的lナデ消す。

焼成良。胎士良。

外出ノ、ヶ日をみるが，ナテーによって消される。

11 /1 B8-3層 内面ナデf丁う。
胎仁良。焼成良。内外面責褐色を呈する。

」

43 



野開F ←

表 3 土師器③

遺物 図版 j去 量(cm)
f蒲 考

番 号 番号
出 土 区 特 徴

口 主壬 器高

第16図
21 B 3 -3層

内外出H音赤褐色を呈する。胎土荒い。焼成ややあまい。
(16.6) 

1 口縁郊外反する。口縁部先端やや厚く，丸みを持つ。

B8 
口縁部大きく外反し，内外面責褐色を呈する。断面黒色

2 " P -18 
を呈する。内面風化し，肌があれる。外商ナデ行う。胎 13.8 
tやや荒し、。焼成ややあまい。

内外出ナデを行ったものであろうが，ローリングを受け

3 " B 1 -3層 地肌があれる。胎土は長石を含む。色調は赤褐色を呈す

る。

4 " B8-3層 胎土荒い。内外面暗黄褐色を呈する。焼成あまい。

口縁音15直立してやや端部で外反する。外商粗し、ノ、ヶ目を口

5 " B6-3層
縁，頚部，肩部に施すが，口縁部ナテ1肖している。内面， 日

(10.0) 
縁ナデ行い，頚音防、ら肩部，粗いハケで整形する。胎土や

や荒い。焼成ややあまい。内外面赤褐色を呈する。

B 6 
内外商H音糞褐色を長する。月古土良，焼成ややあまい。外

6 " 面頚部から口縁部にむけ細いノ、ヶ目を行し勺ナデ消す。
P-8 

内面へラケズリを頭部カミら肩昔日へ向かい行う。

AX6 
内外面赤褐色を呈す外る面。口縁部外反し， lJlI部付近に細い

7 " ハケ呂をつける。内 口縁部ナデる。類部から肩昔日へ
P -46 

向う部分へラケズリを行う。

8 " 
B 3 i走責褐色。口縁部外反する。胎土良。焼成あまい。

P-ll 内外而ナテー整形みる。

焼成良。焼き締まっている。 ij古土やや荒し、。黄初色を呈
する。口縁部は外反し、外面ノ、ヶ目ナデi肖し，部分的に

9 " B6-3層 残る内面ナデを口縁部から頭部までみる。内面ヘラによ 14.2 
り務Jf3i行い，テザコボコの内面を呈する。外商E良部から肩
部にかけ，横ナデを行い，それ以下を縦ナテゃ繋形する。

B8 
3層の 2点接合。口縁部を欠く。外面細いハケ目を付け， 最大径

10 22 内面指によるナテを行う。内外面黒褐色を呈する。断面
P-2 

茶褐色を呈する。焼成あまい。 18.8cm 

B 6 
9点接合。口縁部内外ナデ行い， Ji!Ji部から肩部にかけ細

11 " いハケ目をみる。内面横方向にハケ目をみる。内外面i炎
P -20 

赤褐色を呈する。胎土，級密であり，焼成良好。

5点接合する。口縁と胸部を欠く。外面頚部まで組し、ハケ

12 " B 3 -3層
日をみる。頚音防、ら上はナデ撃形，一部溜状の粘土塊が付

く。内面頚部までナデ行い，その下をへラケズリする。内

外面責褐色を呈する。ぬ土良。焼成ややあまい。

内外面賞制色を呈するが，摩耗が著しし、。円縁音1>外反し，

B3 
ねるようになる。外面ナデ整形をみるようであるが，摩

13 " 耗のため不明。口縁部も摩耗するが，一部ナデあとがみ 22.0 
P-6 られる。頚部から肩部にかけ，ヘラによる僅き揚げ整形

をみる。胎土良。焼成ややあまい。

2点接合。外面粗いナデ行う。内面口縁部まで粗いナテ

14 " A13-3層 をみる。以下はへラケスリをみる。赤褐色を呈する。胎 22.0 

土やや荒い。口縁直上i:t線みる。
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表4 土師器④

遺物 凶版 i去 量 (cm)

番号 4合計 ?口子
出士区 特 徴 備 考

口径 器品

第17図 B 8 内外面赤褐色を呈する。へラミガキ整形。焼成ややあま
22 

P -17 い。胎土良。鰍密な粘土用いる。
(13.2) 

1 

品杯の杯の部分で，内外面赤紛色を呈する。断面I黒色を
最大径

B8-3層
宝する。焼成ややあまい。肩部から口縁部付近までヘラ

2 " アゲキを行しh 肩部から閥]部へ向う部分は細し、ノ、ヶ目の後
ナテ

16.0cm 

2点般会。高杯の杯音15分とみられるもので，屑部つまみ
最大径

B8-3層
あげた状態をみる。肩部から [1縁部へ向うところにノ、ヶ

3 " 日をつけ，ナテV肖しを行ったようである。内面にもハケ
H主主る。

18.3cm 

4 " B8-3層
外面赤褐色を呈し，内面暗黄褐色を呈する。外面細いハ

ケ目をつけ，ナテ1肖す。内面ハケ目を残す。高杯の杯の部分。

2点接合。内外面賞褐色を呈する。外面細いハケ目でナ 最大径
5 " B6-3層 デ整形する。内面杯の部分との接合部が欠損するが，内

面にも細し、ノ、ヶ口を施す。 13.0cm 

6 23 B6-3層
内外面ナデミガ々を行う。脚とのつなぎめを指でおさえ

こむ。内外赤褐色を呈す。断而黒色を呈す。

X6 2点接合。内外面赤褐色を呈する。杯と脚部の猿令部が 最大径
7 " 剥落したものである。 9.0cm P -14， H 

外面日月黄褐色をなす。やや脚中央部でふくらみかげんで
最大径

8 " 
X6 ある。内面へラによるケズリをみる。焼成良。胎土やや
P -46 

荒めで，長石が混入する。

B 6 杯部を欠く脚である。中央部でややふくらみかげんに裾 最大径
9 " P -26 部との境きっちりとわける。内外而賞褐色を呈する。 8.35cm 

外面赤褐色部と貰褐色を呈する部分とがみられる。脚上 最大径
10 " 

B 8 部ミズビキのあとが残り，下部ハケ日を斜めにめぐら
P -19 

す。これも裾部と脚の境をきっちり作る。 7.2cm 

B 6 
内外面責褐色を呈し，断而黒色をなす。へラケズリを行 最大径

11 " うが，外面風化がみられる。内面へラケズリの痕跡をみ
P -21 

る。 6.2cm 

12 H 
内外面責褐色を呈する。上部にハケ目が残る。へラによ 最大径

" って内外面調整を行う。胎土良o *完成ややあまい。 4.7cm 

内外証百貨制色を1早す。薄い器壁を作り，内面裾部から脚
底部径

13 X6 部へきっちりした立ちあがりをみる。日縁部に浅い沈線
" をみる。粗いノ、ヶ日を作る。同一個体とみられる裾部片P -29 12.6cm 

をf也にー点みる。

14 A13-4層
内外面赤褐色を呈する。焼成良。胎土良。口縁部が丸く 底部径

" なり，外函で浅い段をもっ。 8.0cm 

製塩土器か。内外商i炎貰褐色を呈し，断面黒色をなす部
15 " B8-3層 分と黄褐色をなす昔日分がみられる。外周タタキをみ，内

面指でおさえたような痕跡をみる。

X6 
内外面赤褐色を呈し，底部指による成形である。脚から 底部径

16 " 胴昔日へ向うところにタタキを行ったような同心円の文様
P -42 

がみられる。
U 4.0cm 

17 X6 X 6 -42と同様の脚で指による整形である。
底部径

" P -22 4.8cm 
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表 5 土師器⑤

遺 物 凶版 法 量(cm)

番号 番号
lJ1J 土区 特 徴 備 # J 

口:fI 詩一 前

第18凶 口縁内面下に浅い沈線状の凹みが入っている。
24 B6-3層

やや口がひらきさみの杯である。
(13.0) 

1 

内面煤ミガキを施し，黒色を呈する。外商時賞褐色を呈す。
2 " A -13-4層 煤の付着を部分的にみる。長石を胎土に混入するが，鍛 13.4 4.1 

密な粘土使用する。外両日縁部から底部までケズリを1fう。

3 " 
6X-3層 貰褐色を呈す。焼成良。胎土良。いぴつな形状を去する。

15.4 6.0 
P -4， 7， 10 17点接合。

4 " 
X6 日縁直上に沈線状の凹みがみられる。外面へラケズリ行
P -12 い，内面ミガキを行う。口縁外而つまみあげた状態。

5 " 
B8 赤、掲色を呈し，外面へラケズリ行う。内面ミガキをかけ

P-9 る。胎土級密な粘土使用。

口縁部から底部付近までへラケズリをみ，みがきあげる。

6 " B6-3層 内面ナデしあげ行う。内外面赤褐色を呈する。胎土級密 (14.8) 

な粘土使用。焼成ややあまいか。

B 6 
外国へラケズリを行い，みがく。内面ナデ整形する。

7 " 内外面赤褐色を呈する。口縁部外面でやや内側へ傾く。 13.3 5.5 
P -24 焼成良。

8 " 
X6 赤褐色内外面呈する。内面口縁部へかかる部分，やや引

15.1 
P -24 っかかりがある。外両日縁下を指によって内側~へやや尚

げる。

肩の部分より下をへラでケズリ，肩より口縁部までをへ
9 " B 6 -3層 ラケズリのあとみがく。内面ナテしあげ。内外国とも暗 (16目。)

赤褐色を呈する。砂混入。

10 " B 6 -3層
口縁部てりやや内側へ曲がり， ij阿部途中よりへラケズリを

15.8 
みる。

内面責褐色を呈し，外面煤の付着によるものか，黒みを
11 " B6-3層 帯ぴ，また)阿部ド部からへラケズリを行う。ローリング 13.95 

し，口縁部ややすれる。

12 " 
B6 胴部途中までミカ、キをかけ，胴部から底部に向う部分ま

P -15 で，縦， j黄，斜めの方向にクシカゃキをみる。

13 " 
B 6 肩部から口縁部にかけ粗し、ハケ日を用い，胴内部から底

P -24 部付近にかけてへラカ、キを行う。

14 " B 6 -3!嘗
外面口縁部に至るところで内側へ向き，クシ状のもので

ハケ日を肩音13よりみる。内外面時褐色を呈す。

X6 
内外商赤褐色を;呈する。(レンガ色)

15 " 口縁部から胴部途中までクシカ、キをみる。それ以下はへ (13.9) 
P-2 

ラケズリを行い，みがく。内面ナデ整形をみる。
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表 6 士師器⑥

遺物 図 版 j去 量(叩)

番 号
出土区 徴 備 考

E干号 口径 器高

第19凶
B8-3層

内外面暗赤褐色を呈する。内両，外面ともにナデ繋形す
25 

る。日縁音15湾出するが，口縁直上，やや丸みを持つ。
(9.9) 

1 

内外面i培貰褐色を呈し，断固赤褐色を呈する。頚部でや
2 11 B8-3層 や内i脅し，口縁部に向って外反する。胎土良。焼成やや (6.95) 

あまい。

X6-3層 2点接合。内外商ともにへラミガキをみる。主主褐色を内

3 11 外商ともに呈する。胎土級密な粘土を使用。焼成良。口 6.25 
P -49 縁部やや内湾する。

5点接合。底部中央部がややへこむ丸底である。外函き

4 11 
AX6 れいにみがきあげるが，内面，即Lにつやがない。石英の

11 7.3 
P-9 粒が表面に多くみられる。なおAX6-3層と接合する

ものとみられる。

前から口縁にかけてナデ整形し，頚の部分から肩にかけ
5 11 B6-3層 てハケ目を施す。しかし，このハケ日を肩の部分ナデi肖 12‘7 

している。

B6-3層
2点候合。胴部途中までナデ撃形し，腕音日下部はクシ状

6 11 
のものでケズリハケ白がつく。内面ナテ整形。 11. 6cm 

AX6 
口縁部ナデ整形し，首部から肩にかけ，クシヌ7キ文様を

7 11 みるが，ナデi出し，うっすらみえる。内而ナデるがザラ
H ザラする。

B8 
ハケ口のあと，へラケズリを行い，ハケロをi肖し，みが

8 11 きあげる。そのため口縁部と底部付近にハケ日のあとが 11. 4 
P-4 

残る。

9 11 B8-3層
内外面， s:奇貨褐色を呈し，外面ナデミカぃキをみるが，内

面風化してザラザラした器面をみる。

B 6 
外而H音黄褐色を宅し，内面明賞褐色を呈する。胴部途中

10 11 
P -35 

からクシ状のへラでケズリ，首から上をナデ整形する。 12.45 
内面ナテー整形。

D21 
内面赤褐色を主し，口縁部m褐色を呈する。外面煤のf寸 最大径

11 11 着をみるが，色調赤褐色を皇す。内面細いハケ目を胴部
P -26 

にB包し，ケス。る。 14.4cm 

煤の付着みえる。ローリング受け，整形痕不明確である。
12 11 B 1 -4層

赤褐色を呈する。
13.6 

B6-3層
外面i炎黒色を室し，内面暗黄褐色をなす。厚みを持つ子 最大径

13 11 
担土器。 7.8cm 

焼成ややあまい。外商ミァケキをかける。底部周辺，煤の 最大筏
14 26 AX6-3層 付着をみる。内外面黄褐色を!￥するが，風化が進み，底

部やや尖りきみである。 16.8cm 

B6 
9点接合。内外面赤褐色を呈し，内而へラケズりを行い， 最大径

15 11 
P -23 

外面全体にミガキをかける。底部はわりとすわりのよい
丸底である。 21. 5cm 

、ーーーー』ーー 」…
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須恵器①

遺物 図版
出土区 特 徴

法 量 (cm)
備 考

番号 番号 口径 器高

第21図
B 6 

内面灰色を呈し，器商ザラッとした状態をみる。外面茶 最大径
28 褐色の斑点がまじる。淡灰色をなす。返りが小さい。天

l P -22 
上外面へラによるケズリが階段状をなす。断面灰色。 12.2cm 

B6-3層
17点接合。内外面灰色を呈する。フタ，時計まわりに作

2 " 
る。天上部ヘラケズリをみるが，かるい。いびつなケズ

11.7 4.4 
1 リ方をする。 f本部から口ま暴部にかけてはミズビキを行っ

ている。

B 6 
外面5音赤褐色を呈し，内面青灰色を呈する。生焼けの須

3 " 恵器か。口縁部細くつまみあげた形状をし，返しの部分 14.0 
P-1 

端は丸みを帯びる。

B 3 3層
13点接合。口縁部丸くおさめる。天上部，内面つまみを つまみ

4 " つけたためおしさげられ盛りあがる。内外面灰色を皇し， 15.9 1.4 
P -8， 9 

断面灰色である。
1.6叩

B 6 
B3区でみたものと向質の須恵器であるが，口縁先端部

5 " が厚みを持たず，尖りぎみである。内外面淡灰色を呈し， (19.35) 
P -28 

断爾も同様である。

B 3 
内外面淡灰色を呈す。つまみ欠損するが，やや中央部か

6 " ら反りぎみに立ちあがる部分がみえる。口縁部カョら天上 16.8 
P -2， 3， 9 

部までに 2段の太い凹みをみる。

断面あずき色を呈し，内面灰色を外商培灰色を呈す。口 最大径
7 " H 縁部を欠く。ロクロ時計まわりにまわす。返りがみじか

しその下部反りきった状態から湾曲し，胴部へつづく。 15.6cm 

かなりロ リングを受け，破損部丸くすりへる。口縁たち 基部筏

8 " 
E.F あがりやや内湾する。返りがふくらみかげんに昨l部へつ

12.05 3.3 
10.4cm 

P -2， 3 づく。内外面灰色を呈す。焼成時に内面ふくらんだ部分 たちあがり高
がみられる。またへラ記号とみられるものが底部にみえる。 O.8cm 

高台外から内へやや丸みを持ちながら傾斜する。器面内
B6 6.35cm 

9 " 外面黒色を呈する。体部から底部へむけてややふくらみ 9.6 4.1 高台高P-11 
かげんである。 O.5cm 

ローリングをうけ，器壁が丸みを帯びる。高台が斜めに
l笥台高

10 " AO， H 傾斜し，口総部丸くつくる。淡灰色を内外商呈する。 14.4 3.8 
3.8cm 

高台やや外から内へ傾斜する。内外函灰色を呈する。杯 品台後

11 " 
B 3 

と高台のはりつけ部分で平坦な面を作り，口縁部へたち 14.25 4.0 
10.15四n

P-7 高台高
あがる。 2点接合。 O.4cm 

高台やや中央部がよしみを持つ形状を呈し，内面が湾曲す 高台径

12 " 
B 3 る。高台と杯をはり為わせた部分から争IJ落した状態がみ 9.1cm 

P-4 られる。また高台外面上部から水平に切りとったように 高台高
ミズピキを干すう。 O.5cm 

内外面あずき色を呈す。断面も同様である。脚端部を引

13 29 Bl-3層 き出し，その上部に凹みをみ，段差ができる。胎土良。焼

成堅牢。ローリングを受け，壁面丸みを帯びている。

内外商灰初色を呈する。口縁部を欠くが，杯と脚とを後
最大径

14 " 
B8 合したとみられる部分がみえる。焼成ややあまいか。月古

P-7 士良。杯部はやや平坦な面を有する。脚外面はしぼりこ 17.3cm 
んだようなねじりがみられる。

2/.;>;接合。内外商灰色を呈する。焼成時に口縁部の変形

15 
B をきたしたとみられる部分がある。またその Fに他の品

25.85 " P-9 物が付着する部分をみる。やや内湾する器形であり，口
縁部尖りぎみに丸くした状態をみる。

内外面淡灰色を呈す。外商1育部より胴部にかけ格子のタ

16 " 
B 3 タキを行しh 内llii肩より F部に同心円文のタタキをかき

10.4 
P -10 ねている。また内面にはロクロの整形痕がみられる。ー

部，撃形時の庄痕が内面にみられる。

17 " 
B8 焼成ややあまい。色調灰色を呈するが，口縁部内面いぷ

17.7 
P-11 したような色調がみられる。

表 7

明伊F
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長崎県小佐々町古田A遺跡、出土の古墳時代人骨
Y
Z
E
i
 

T
E
E
-

-
目
且

* *古
松下孝幸・分部哲秋・中谷昭二

はじめに

長崎県北松浦郡小佐々町楠泊免字古田に所在する古田A遺跡、の範囲確認調査が1984年(昭和

この人骨は古墳時代に属する人骨と考人骨が出土した。この調査で，59年)に行なわれたが，

また保存状態は良好なものである。

日本人の成り立ちやその形質変化を明らかにするため

えられており，

長崎大学医学部解剖l学第二教室で、は，

西日本各地から出土する古人骨の蒐集とその形質人類学的研究を続けている。長崎県では

この地方の弥生時代人骨は日本人縄文時代および、弥生時代人骨の出土例は比較的多く，特に，

可担

」ー

のように縄文，弥生両時代人骨は比較的まとまった量が出土しているにもかかわらず，古墳時

代人骨の出土例が著しく少なし長崎県人の形質変化色縄文時代から古墳時代まで時代を追

の形質変化を明らかにする上では，欠くことのできない貴重な資料として活用されている。

って明らかにできないで、いる。

また，本例は，保存状態も良好なもので，本県の古墳時代の貴重な資料となるものであり

その特徴などを報告しておきたい。

資料

本遺跡から出土した人骨は 2体分の人

骨である。そのうちの 1体は，一部撹乱

を受けてはいたが，大部分は埋葬された

J伺

ままの状態で出土した。残りの 1体は散

乱状態で出土したもので，残存していたの

各人骨のは頭蓋片のみであった。なお，

性別，年令は表 1に示すとおりである。

出土人骨一覧表 1

きわめて興味ある所見も認められたので，

4
F
J
 

備年令

壮年

壮年

別
五
広
明

性
一
男
不

人骨番号

1号人骨

2号人骨

。
〉f 

。 蜘 t醐同

散乱，頭蓋片のみ
古田遺跡位置図第 1図

* Takayuki MATSUSHITA， Tetsuaki WAKEBE， Shoji NAKATANI， 

Department of Anatomy， Faculty of Medicine， Nagasaki University 
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(長崎大学医学部解音1)学第二教室):
i
z室長一色



F53ミ

計測方法は， Martin -Saller (1957)によったが，一部は Howells(1973)の方法で計測した。

また，この人骨は， }jIJ稿で述べられているとおり，考 rJi学的所見より，古墳時代の終末(7 

世紀)ころに属するものと推定される。

また腔骨の横径はオリビエの方法で計測し，鼻根部については鈴木(1963)の方法と松下(1983

c) の方法で，歯の計i員IJは藤田(1949)の方法で行なった。

比較資料としては，西北九州弥生人(内藤， 1971)，大友弥生人(松下， 1981)，朝田古墳人(松

下， 1982，松下・他， 1983) および宮崎県の地下式横穴から出土した古墳人(灰塚，上の原，

旭台，大萩， 日守の各遺跡から出土した人骨の平均値を「地下式横穴古墳人」とした。)を用い

たが，顔面頭蓋に現代的な特徴が認められたので，当教室保管の近代人(明治生まれの人)骨を

計測して，これを比較に用いた。

Hf旬

Qa 
第 2図 1号人骨残存状態(椎骨，助骨，手の骨は省略した) 第 3図 2号人骨残存状態
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長崎;ili代人
(松下)

n M 

所見

1号人骨(男性，壮年)

人骨の残存状態は図 2に示すとおりであり，また，各骨の計測値は文末に一括して掲げた。

1.頭蓋

(1) 脳頭蓋

完全に残存していた。外後頭隆起の発達は良好で、，最上項線，上項線ともに明瞭で、あるばか

りではなく，両者の聞には横走する隆起，いわゆる後頭隆起が認められる。乳様突起はそれほ

ど大きいものではなく，外耳道骨腫は両側とも認められない。三主縫合は単純で，すべて内外

両板とも間離している。

計測{直を他の資料と比較しながら，検討してみた。表 2に示すように，頭蓋最大長は176mm，

頭蓋最大幅は139mmで，この両径とも，比較資料のいずれよりも小さい。パジオン・フレグマ高

は140mmで，この計測値は大きく，長崎近代人の平均値にきわめて近く，頭の高さは高い。頭蓋

長幅示数は78.98となり，頭型としては中頭型に属している。古墳時代人骨のうちで，宮崎県の

地下式横穴出土の古墳時代人骨についてはその特徴が次第に明らかになりつつあり，頭型は一

般的に短頭性が強く，また，山口市の朝田墳墓群のうちの横穴墓出土の古墳時代人骨の頭型は

長頭に傾いたものであった。西北九州地域の古墳時代人の頭型については，資料数が小さし

まだ明確にすることができないが，本例は中頭型であり，その示数値は比較的西北九州弥生人

の値に近いものである。

頭蓋水平周は604mm，横弧長は302mm，正中矢状弧長は364mmで，この三径はいずれも小さく，

頭蓋水平周，横弧長は比較に用いたいずれの資料よりも小さし頭蓋の径が小さいことがうか

がわれる。

表 2 脳頭蓋計測値(男性， mm) 

古田A
l号人骨
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西北九州弥生人
(内藤)

n M 

21 182.81 

20 144.95 

15 134.60 

20 79.17 

15 74.15 

14 93.11 

19 530.42 

15 324.67 

17 376.47 

地下式横穴古墳人
(松下)

n M 

6 183.50 

8 143.75 

11 136.46 

1 80.56 

5 73.82 

5 94.79 

1 523 

5 313.20 

3 372.33 

朝団古墳人
(松←下)

n M 

4 183.00 

2 143.00 

2 130.00 

2 76.71 

2 73.93 

1 92.25 

1 525 

1 306 

2 359.00 

37 183.00 

37 142.84 

37 139.87 

37 78.13 

37 76.49 

37 98.03 

37 518.62 

37 316.95 

37 374.24 

(2) 顔面頭蓋

右側の頬骨弓を欠く以外はほぼ完全で、ある。眉上弓の隆起はやや強しまた，鼻骨も鼻根寄

り1/3あたりからやや強く隆起している。鼻骨や鼻根部は狭く，鼻骨の鼻骨間縫合へ向かう隆

起は強く，また，上顎骨前頭突起のむきは矢状位である。すなわち，鼻根部は狭く，かつ鼻

骨の隆起も強"もので，この鼻根音fSの形態は西北九州弥生人や宮崎県の地下式横穴古墳人とも

:
i
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鼻根部につ

鼻根横弧

そこで，

前眼嵩開幅は14mm，

現代的な特徴が認められる鼻根部である。

いて，他の資料と比較してみることにした。表 3に示すとおり，

長は17mmで，両径ともいずれの資料よりも小さし

朝田古墳人とも異なるもので，

鼻担部の狭いことがうかがわれる。鼻根轡

出示数は82.35となり，この示数値は西北九州弥生人ほど小さくはないが，その他の資料よりは

小さく，朝田古墳人のようには鼻骨や鼻根部は扇平ではない。眼嵩開示数は15.38となり，この

また，鼻根角は(131)示数値もいずれの資料よりも小さく，鼻根部が幅広くないことがわかる。

このように本この角度も西北九州弥生人ほど小さくはないが， f也の資料よりも小さい。度で，

中・近世を通り越して近代人的であ例の鼻根部には，西北九州弥生人的な特徴が認められず，

この角度は上顎骨前頭突起のむこの角度は小さい。前頭突起水平傾斜角は80度で，る。一方，

きが矢状位をしている縄文人が小さし弥生，古墳，中世と時代が下がるに従って，大きくな

しかし，近代に入るとまた小さくなるような傾向が認められるので，ることカfわかっている。

長崎近代人
(松下)

11 M 

朝団占墳人
(松下)

11 M 

この角度が小さいことは近代人的な特徴と矛盾するものではない。

地下式横穴古墳人
(松下)

11 M 

鼻根部計測値(男性， mm，度)

古田A
1号人骨

表 3

西北九州弥生人
(松ド)
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(131) 

自ij~艮寓間幅
鼻桜横弧長

鼻十艮華子出示数

57. 鼻骨最小幅

44. 雨H艮ZZ幅
50/44限寓開示数

前頭突起 1:幅(右)

(左)

前頭突起水平傾斜角

G-N 投景芸距再佐
鼻キ良角

鼻根陥回示数

50. 

長崎近代人
(松下)

11 M 

車日田古I員人
(松下)

11 M 

地下式横穴古墳人
(松ド)

11 M 

顔面頭蓋計測値(男性， mm，度)

古田A 西北九州弥生人
l号人骨 (内)~)

11 M 

表 4

97.54 
71. 76 
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125.53 
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40. 顔長
41. {J¥1j顔長
45. 頬骨弓幅
46. 中顔)t亘
47 顔高
48 上顔高
47/46顔示数(V)
48/46上顔示数(V)
51 限窃幅(左)
52. ~.艮街高(左)
52/51 ~.艮窮示数(左)
54. 鼻 l隔
55. 鼻高
54/55鼻示数
72. 全側面角
73. 鼻側面角
74. 歯槽側面角
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次に，その他の顔面頭蓋の計測値を検討してみると，表 4に示しているとおり，頬骨弓幅は

計測できないが，左側の頬骨弓が残存しているので，正中矢状面までの距離を 2倍して，推定

値を出してみると， 67mm x 2 = 134mmとなり，頬骨弓幅はあまり広いものではなし頬骨の張り

出しは弱い。しかし，中顔幅は101mmで、西北九州弥生人や朝団古墳人よりは小さいものの，近

代人よりは大きし地下式横穴古墳人の平均値に近く，中顔幅はあまり狭くはない。一方，顔

高は115mm，上顔高は64mmと顔の高径は著しく低く，比較的地下式横穴古墳人の平均値に近い。

従って，顔示数や上顔示数はそれぞれ， 113.86， 63.37となり，両示数値とも近代人より小さ

し著しい低・広顔傾向を示す西北九州弥生人や地下式横穴古墳人に近い。すなわち，顔全体

のプロポーションは近代人的で、はなく，むしろ西北九州弥生人や地下式横穴古墳人に近いもの

で、ある。

眼寵幅は44mm(右)， 42mm (左)，眼嵩高は34mm(右)， 34mm (左)で，眼嵩示数は75.00(右)， 80.95

(左)となり，右側は chamaeknoch(低眼嵩)に，左側は mesokonch(中眼嵩)に属している。

左側について比較してみると，眼嵩の諸径は比較的，長崎近代人に近いようである。

また，鼻幅は24mmで，どの資料よりも小さし鼻高は54mmで，これはどの比較群よりも大きしミo

従って，鼻示数は44.44となり， leptorrhin (狭鼻)に属しており，この示数値はいずれよりも小

さいが，比較群の中では比較的近代人に近い示数値である。全側面角は79度，鼻側面角は79度，

歯槽側面角は77度である。歯槽側面角は朝田古墳人や地下式横穴古墳人よりは大きし近代人の

平均値と一致し，歯槽性の突顎傾向はほとんど認められない。

次に，頭蓋の特徴をより明確に把握するために，基棋を変えて偏差折線を描いてみた。図 4

に示しているように，西北九州弥生人を基線にとった場合が，最も振幅が大きい。近代人にと

った場合は顔高，上顔高，顔示数などで振幅が大きいが，その他の項目では比較的小さい。一

方，地下式横穴古墳人や大友弥生人にとった場合は，近代人の場合とは反対に顔高，上顔高，

顔示数などで，振幅が小さし顔面全体のフ。ロポーションがこれらと酷似していることがわか

る。もう少し，比較資料との近遠関係をはっきりさせるため，ベンローズの大きさ距離と形態

距離を算出してみた(13項目，標準偏差は関東現代人を使用)。図 5に示しているように，大き

さは地下式横穴古墳人に最も近く，次いで近代人，西北九州弥生人，大友弥生人の順で，朝団

古墳人との距離は大きい。また，形態距離は近代人に最も近く，次いで大友弥生人，西北九州

弥生人，地下式横穴古墳人となり，朝田古墳人とは形態距離においても最も遠く，また，近代

人と大友弥生人との聞にはややひらきがある。すなわち，本例の頭蓋は径がやや小さし顔面

頭蓋には低・広顔傾向が認められるが，鼻根部や鼻部などには近代人的特徴か認められ，総合

的に判断すれば，形態的には近代人に最も近いようである。

宅

i
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B:基線z 西九州弥生人

C:基線=地下式横穴古墳人
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偏差折線(頭蓋)第 4図

下顎骨(3) 

それは下顎角が著しく外反していることである。下下顎骨についても特筆することがある。

顎角幅は下顎関節突起幅と同じ 119mmで、ある。一般の下顎骨では，下顎角幅は下顎関節突起幅

よりも小さく，本例のように両幅径が同じ値とし寸下顎骨を，今まで私達は実見したことはな

かった。縄文人の中にはこれと似たものがあるかもしれないと，主な資料を検討してみたが，

ところが同じ古墳時代人骨の中に，これ程までに外反したものは捜し出すことができなかった。

これとよくにた形態をもっ下顎骨を見出した。それは熊本県八代市の清水 1号古墳出土の下

かなり広そうで，下顎角の外顎骨である。保存状態が悪いので，下顎角幅は計測できないが，

反の形態は本例と酷似している。地理的にも近い隣県の古墳時代人骨の中によく似たものがあ

ることは，本例の下顎骨以外にみられる形態的特徴を考察する上でもきわめて示唆的で、ある。

このようその上縁部には溝が形成されている。オト 7ゲイ結節が著しく発達しており，また，

な下顎骨の特異な形態が，下顎骨以外の近代的な形態とあまりにもかけ離れすぎていたため，

同一個体と判断でき歯のかみ合せや日交耗状態などから，下顎骨は別個体かとも疑ってみたが，

るものであった。

このように，下顎骨以外は近代的で、あるのに反し，下顎骨の形態があまりにも異様で、あるが，

:

J

i

-

-

ム

この特異な形態を備えているのが，本例の最大の特徴である。

良く残存していた。残存歯を歯式で表すと次のとおりで

ある。

Pl0 M1M， 

歯

歯は上下両顎とも釘植した状態で，

。
L 1， C P1 p，孔'LM，乱1，

(0 :歯槽開存〕
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(4) 

12 C 1， 1 1 

1， 1 1 

P2P1C 

M3M2M! P2P1C 

M20 



す←

岐耗度は Brocaの 1度で，日交耗は著しく弱い。下顎右側のM:jはやや水平方向に傾斜して植立

風習的抜歯の痕しており(水平智歯)，上顎のM，は両側とも未萌出(先天的欠損)である。また，

0.20 

O.閃 73

0.0163 
0.0178 
0.0224 

0.0650 

0.10 

大きさ距離
地下式横穴Ji墳人

長崎近代人

西北九州弥左右人

大友弥生人
朝川古墳人

跡は認められない。

四肢骨2. 0.0242 

0.1165 
0.1333 
0.1420 
0.2210 

長崎近代人

大友弥生人
西北九州弥と主人
地下式横穴古墳入

朝国古墳人

1 )上肢骨

(1) 
ベンローズの大きさ距離と形態距離・頭蓋

(13項目)

第 5図

骨鎖

右側のみが残存していた。長さは長く，細い。

上腕骨(2) 

骨頭も小さいが右側のみが完全な状態で残存していた。長さはそれほど長いものではなし

三角筋粗面の発達は良好で、ある。

計測値は最大一長が295mm(右)，骨体最小周は64mm(右)，中央周は69mm(右)で，長厚示数は21.69 

(右)である。また，中央最大径は23mm(右)，中央最小径は18mm(右)で，骨体中央断面示数は78.26

骨体の扇平性は弱い。(右)となり，

他の資料と比較してみると(表 5)，大きさでも形態的にも西北九州近・現代人や朝日古墳人

西北九州人

(八木)
n 乱f

朝日1占墳人

(松下，他)
n M 

大萩古墳人
(松下，他)
n M 

大友弥生人
(松下)

n M 

に最も近いようである。

上腕骨計測値(男性，右， mm) 

古田A
1号人骨

表 5
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23 

18 
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78.26 
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1. 上腕骨最大長

2. _fこ腕骨全長

5. 中央最大径

6. 中央最小径

7 骨体最小周

7(a) .中央周

6/5 骨体断面示数

7/1 長厚示数

両北九州人
(栄田)

n M 

朝田古墳人

(松下， f也)
n M 

大萩古墳人
(松下，他)
n M 

大友弥生人
(松下)

n M 

大腿骨計測値(男性，右， mm) 

古田A
l号人骨

表 6

412.75 

27.79 

25.81 

83.46 

28.21 

27.02 

20.43 

108.04 

96.54 
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2 410.00 

6 27.17(左)

6 26.67(左)
6 85.17(左)

6 30.17 (左)

6 24.50(左)

2 21. 03 

6 102.03(左)

6 81.29 (左)

410.0。
27.67 

25.33 

83.33 

30.50 

22.50 

20.63 

109.40 

73.76 
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ワ
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q
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413.60 

28.85 

26.07 

87.22 

30.62 

24.83 

21.13 

111.72 

81. 34 

に
3

1

I

T

-

-

ょ

っ

白

つ

μ

に
d
1
A
っ
し
】

1
4
4
4
4
A
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410 

26 

26 

82 

31 

24 

20.25 

100.00 

77.42 

最 大長

骨体中央矢状径

骨休中央横径

'筒{本中央周

骨体上横径

骨体上矢状筏

長厚示数

'母体中央断面示数

上骨f本断両示数

1. 

6. 

7. 

8. 

9. 

10. 

8/2 

6/7 

10/9 
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(3) 榛骨

右側のみが完全に残存していた。長さはやや長く，骨体はそれほど太いものではない。骨間

縁は骨体近位1/3あたりで鋭く突出している。

(4) 尺骨

尺骨も右側のみが完全な状態で残存していた。長さはやや長いが，骨体は細い。

憲判

2 )下肢骨

(1)覧骨

右側はほぼ完全で、あるが，左側は腸骨翼と恥骨の一部を欠損している。径はあまり大きくは

ない。大坐骨切痕の角度は小さい。

(2) 大腿骨

左右とも完全で、ある。長さはあまり長いものではなしまた，粗線の発達も悪いが，骨体上部

は扇平である。

計測{直は，最大長が410mm‘(右)， 409mm(左)，骨体中央周は82mm(右)， 81mm(左)で，骨体は男

性としてはやや細く，長厚示数は20.25(右)， 20.05 (左)である。骨体中央矢状径は26mm(右)，

24mm(左)，横径は26mm(右)， 27mm (左)で，骨体中央断面示数は100.00(右)， 88.86 (左)となり，

粗線や骨体両面の後方への発達はきわめて悪い。

他の資料と比較してみると(表 6)，長さは大萩古墳人や朝田古墳人の平均値に一致し，骨体

の太さは大萩古墳人に近い。また，骨体の形態は朝田古墳人に近いが，骨体上部の扇平性はこ

れよりも強い。

(3) 腔骨

両側ともほぼ完全で、ある。長さは長いものではなく，骨体も細い。前縁は S字状のカーブを

描いており，ヒラメ筋綿の発達も悪い。骨体の断面形は両側ともへ 1)チカのV型を呈している。

計測値は，腔骨最大長が338mm(右)， 339mm (左)，骨体周は76mm(右)， 75mm(左)，最小周は71

mm(右)， 69mm(左)で，骨体は細心長厚示数は21.32 (右)， 20.72 (左)である。中央最大径は29

m田(右)， 28mm (左)，中央横径は19mm(右)， 18mm(左)で，横径が小さく，従って，中央断面示数

は65.52(右)， 64.29 (左)となり，骨{本は扇平である。

{也の資料と比較してみると(表 7)，長さは大友弥生人より短く，近・現代人の平均値に近い。

骨体周や最小周はどの資料よりも小さし骨体が帝国L、ことがうかがわれる。また，中央断面示

数は比較に用いた 4群よりも小さし骨体は扇平である。

i
j
i
A
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腔骨計測値(男性，右，mm) 

古田A
1号人骨

表 7

開，.......-一一
グ

西北九州人朝団
古墳人

(松下，他)

n 乱f

大 萩
古墳人

(松下， f也)
n M 

大友
弥生人
(松下)

n M 

(久松)

n M 
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31.02 
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333 

338 

329 

29 

30 

19 

22 

76 

84 

71 

65.52 

73.33 

21. 32 

1. 腔骨全長

1a. 経骨最大長

1b. 腔骨長

8. 中央最大径

8a. 栄養孔位最大径

9. 中央横径

9a. 栄養孔位綾径

10 骨体周

10a. 栄養孔位周

10b. 最小周

9/8 中央断面示数

9a/8a栄養孔位断面示数

10b/1 長厚示数

骨M (4) 

骨体はやや大きい。両側ともよく残存していた。長さは短いが，

3.推定身長値

上腕骨および桟骨のそれぞれ最大長から Pearsonおよび藤井の式を用いて算腔骨，大腿骨，

156.17cm(藤井の式)となり，低出してみた(表 8)。右大腿骨からは158.39cm (Pearsonの式)， 

身長である。 Pearsonの式から算出した推定値を他の資料と比較してみると，表 9に示してい

るとおり，比較に用いた資料とほとんど大差なし朝田古墳人の平均値に一致している。

朝 団

古墳人

n M 

推定身長値(男性，佃，右大腿骨， Pearson) 

大友 大 萩

弥生人 古墳人

n M n M 

表 9

吉田A 西北九州

l号人骨 弥生人

n M 

表 8

158.39 2 158.39 2 159.06 15 158.79 16 158.39 

座

干尭

4.性別・年令

性別は，大坐骨切痕の角度が小さいことや頭蓋の形態から男性と推定した。年令は，縫合が

内外両板ともに間離していること，恥骨結合面に平行隆棋が残存していることから，壮年と考

えられる。

2号人骨(性別不明，

前頭骨前頭鱗の左側部，右側側頭骨および後頭骨左側半が残存していたにすぎない(第 3図)。

推定身長値 (cm)

古田 A 1号人骨男性

Pearsonの式藤井の式

大腿骨(右) 158.39 156.17 
(左) 158.20 155.81 

骨(右) 158.97 157.49 
(左) 159.21 157.55 

t腕骨(右) 156.01 155.55 
(左)←←

骨(右) 162.79 160.20 
(左)

壮年)

この縫合はいずれも内外

両板とも開離していたものと考えられることから，年令は壮年と推定したが，性別は不明で、ある。

また冠状縫合とラムダ縫合の一部が観察できた。

59 
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表11顔面頭蓋計測値 (mm，度)表10脳頭蓋計測値 (mm)

14 

91 

15.38 

44 

42 

33 

34 

75.00 

80.95 

24 

54 

44.44 

7 

49 

66 

26.67 

79 

79 

77 

一一 60

古田 A
1号人骨

男 f生

96 

72 

105 

102 

113.86 

63.37 

45 

12 

134.69 

101 

115 

64 

54. 鼻 l幅

55. 鼻高

54/55鼻示数

57. 鼻骨最小幅

60. 上顎歯槽長

61. 上顎歯槽幅

62. 口蓋長

63. 口蓋l幅

64. 口蓋高

61/60上顎歯槽示数

63/62 口蓋示数

64/63 口蓋高示数

72. 全側面角

73. 鼻側面角

74. j翁槽側面角

40. 顔長

41. 側顔長

42 下顔長

43. 上顔幅

45. 頬骨弓幅

46. 中顔幅

47. 顔高

48 上顔高

47/45顔示数(K)
48/45上顔示数(K)
47/46顔示数(V)
48/46上顔示数(V)

顔面モズルス

50. 前眼寵間幅

44. 両眼寵幅

50/44限寓開示数

51. 限筒幅(右)

(左)

眼寓高(右)

(左)

52/51眼寵示数(右)

(左)

52. 

古田 A
1号人骨
男 性

176 

139 

140 

78.98 

79.55 

100.72 

151.67 

102 

88 

114 

127 

107 

36 

34 

94.44 

504 

302 

364 

114 

133 

117 

102 

118 

99 

89.47 

88.72 

84.62 

122 

91 

95 

99 

日長葦最大長

頭蓋最大幅

パジオン・ブレグマ高

頭蓋長幅示数

頭蓋長高示数

頭蓋幅高示数

頭蓋モズルス

5. 頭蓋底長

9. 最小前頭幅

10. 最大前頭幅

11.両耳 l幅

12. 最大後頭幅

7. 大後頭孔長

16. 大後頭孔幅

16/7 大後頭孔示数

23. 頭蓋水平周

24. 横弧長

25 正中矢状弧長

26. 正中矢状前頭弧長

27 正中矢状頭I頁弧長

28. 正中矢状後頭弧長

29. 正中矢状前頭弦長

30 正中矢状頭項弦長

31. 正中矢~犬後頭弦長

29/26矢状前頭示数

30/27矢状頭項示数

31/28矢状後頭示数

Vertex Rad 

Nasion Rad. 

Subsp. Rad 

Prosth. Rad 

1. 

8. 

17. 

8/1 

17/1 

17/8 

私

〉

dhd
んたふ
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表12鼻根部計測値(皿m，度) 表13 下顎骨計測値 (mm，度)

古田A 古田 A
1号人骨 1毛予A 空手
男性右 男性

50. 前日艮寵間幅 14 65. 下顎関節突起幅 119 
鼻根横弧長 17 65 (1) . 下顎筋突起幅
鼻根脅曲示数 82.35 66. 下顎角幅 119 

57. 鼻骨最小幅 7 67. 前下顎幅 48 
44. 両眼寓幅 91 68. 下顎長 70 
50/44限寵開示数 15.38 68 (1) . 下顎長 106 

前頭突起上幅(右) 9 69. オトガイ高 33 
(左) 9 69 (1) . 下顎体高(右) 31 

前頭突起水平傾斜角 80 (左) 30 
G-N投影距離 2 69 (2) . 下顎体高(右) 27 
鼻根角 (131) (左) 26 
G-R距離 70. 校高(右) 61 
垂線高 (左) 57 
鼻根陥凹示数 70 (1) . 前校高(右)

(左) 61 
70(2) . 最小校高(右) 53 

(左) 49 
70(3) . 下顎切痕高(右)

表14鎖骨計測値(皿皿) (左) 13 

古田A
71. 校幅(右) 32 

(左) 31 1号人骨
男性

71a. 最小枝市高(右) 32 
1. 鎖骨最大長 147 

(左) 31 
2. 骨体主挙出高 6 71 (1) . 下顎切痕l隔(右)
2a. 骨f本管曲高 28 

(左) 37 
2 (1)肩峰端轡胸高 29 

79. 下顎校角(右) 131 
3. 骨{本聖子由弦長 100 

(左) 127 
4. 中央垂直径 11 

66/65 下顎幅示数 100.00 
5. 中央矢状径 11 

68/65 rp房長示数 58.82 
6. 中央周 39 

69(2)/69 下顎高示数(右) 81.82 
6/1 長厚示数 26.53 

(左) 78.79 
2a/1轡曲示数 19.05 

71/70 下顎校示数(右) 52.46 
4/5 鎖骨断面示数 100.00 

(左) 54.39 
2(1)/1肩峰端轡曲示数 19.73 7la/70(2) 下顎枝示数(右) 60.38 

(左) 63.27 

70(3)/71(1)下顎切痕示数(右)

(左) 35.14 
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表16上腕骨計測値 (mm)
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肩甲骨形態学幅

肩甲骨形態学長

肩甲骨長

肢寵縁長

上縁長

腺下街投影幅

腕下寵形態幅

線上富投影IP話

線上寵形態幅

肩甲車東投影長

線基底長

肩峰最大幅

烏口突起最大長

関節議長

関節寓栃
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肩甲骨示数
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表15肩甲骨計測値 (mm)
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表18尺骨計測値 (m皿)

最大長

機能長

肘頭小E員長
最小周

肘頭幅

上尺骨幅

肘頭深

肘頭鈎突距離

肘頭高

榛側関節面前幅

桟側関節面後幅

尺骨矢状径

尺骨横後

中央最小径

中央最大径

中央周

長厚示数

肘頭深示数

肘頭高示数

骨{本断面示数

中央断面示数
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表17桟骨計測値(皿m)
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最大長

平行長

機能長

最小周

骨体横径

骨体中央横径

小頭横径

頚横径

骨{本矢状径

骨体中央矢状径

小頭矢状径

頚矢状径

小頭間

~周

骨体中央周

骨 F端幅

長!享示数

骨体断面示数

中央断面示数
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表20膝骨計iH!JiJ直(皿m)表19大腿骨主要計測値 (mm)

古田 A
1号人骨
男性
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1. 座骨全長

1a. 座骨最大長

1b. 腔骨長

2. 頼Mti間距離

3. 最大上端幅

3a 上内関筋商幅

3b 上外関節面幅

4ι 上内関節面深

化 上外関節由1菜
6. 最大下端幅

7. 下端矢状径

8. 中央最大径

8a. 栄養孔位最大径

9. 中央横筏

9a. 栄養子し位横径

10. 骨体周

10a 栄養孔伐周

10b. 最小周

9/8 中央断面示数

9a/8a 栄養子L位断面ポ数

10b/1 長厚示数

占[日 A
1号人骨
男性

左
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404 
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1
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4

最大長
自然位長

最大転子長
自然位転子長

骨体中央矢状径
骨体中央横径

骨体中央!苛

骨体上横径
骨体上矢状径

頚垂直径
頚欠状径

頚周
頭素直径

頭横径
頭周
上頼中高
長厚示数

骨体中央断面示数

上骨体断面示数

頚断面示数
頭断面示数

1 

2. 

3. 
4 

6 

7. 
8 
9 

10. 
15. 

16 
17 

18目

19 
20 
21. 

8/2 

6/7 
10/9 
16/15 
19/18 

1 

2 

3. 
4. 

5. 

6. 

1/2 

古田 A
1号人骨
男性

左

39 
47 
18 

33 
21 
28 

82.98 

右

39 
47 
18 
32 

19 
29 

82.98 

表21膝蓋骨計測値(冊冊)

最大高
最大幅

最大厚

関節面高
内切面幅
外切商幅
膝葉骨高幅示数

表24橘の計淑iJi直 (mm)

古田 A
1号人骨
男性

~lî 下守良上

5.49 

5.94 

7.71 

7.87 

8.36 

10.72 

10.71 

10.02 

5.47 

6目。7

7.72 

7.45 

8.35 

10.77 

10.76 

10.34 

頬(唇)舌径近遠，心待

5.90 

6.27 

6.88 

6.98 

7.52 

11.07 

10.97 

11.19 

6.01 

6.36 

7.02 

7.03 

7.50 

11.07 

11.13 

11. 50 
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M3 

左傾UII 
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M， 
lVl3 

6.96 

6.24 

8.04 

8.92 

8.77 

12.25 

6.17 

8.50 

8.88 

11.74 

12.95 

8.75 

7.88 

7.89 

7.03 

6.72 

8.77 

7.96 

7.83 

6.97 

10.63 

8.72 

右iRU1 I 

C 

PI 

P2 

M2 

たiTU12 

C 

p， 
MI 

1VI2 

近遠心径頬(唇)舌i'E

古田 A
1号人骨
男性

左

327 

15 
11 

46 
37 
11 
12 

25 
25 
21 

22 

73.33 

11.31 

表22~非骨計測値 (m田)

右

328 

15 
11 

44 
37 
11 
12 

26 
26 

23 
23 

73.33 
11.28 

1. 最大長
2 中央最大径

3. 中央最小径
4 中央周
4a. 最 小倍1
4b. 頚横径
4c. lJlJj矢状径

4(1) . 上立高 l隔
4(1a) .上端矢状幅
4(2) . 下端幅
4 (2a)目 ド端矢状申品

3/2 中央断面示数

4a/1 長i字示数

表23四肢骨比(最大長)

古田 A
1号人骨

男十生

左右

79.66 
57.32 
71.95 
82.44 

桟 骨/上腕骨
榛 骨/大腿骨

上院'百/大腿骨
座 骨/大腿骨
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総括

長崎県北松浦郡小佐々町神崎免字古田にある古田A遺跡の1984年(昭和59年)に行なわれた範

囲確認調査で， 21本分の人骨が出土した。この人骨は古墳時代の終末に属する人骨と考えられ

ており，また保存状態は良好なもので，長崎県では出土例の少ない時期の資料だけに，きわめ

て貴重なものである。また，人類学的観察や計測を行なった結果，興味ある所見も認められた。

その所見は次のように要約することができる。

1. 1号人骨は，左側上半身部が撹乱を受けていたが，大部分は埋葬状態で出土し， 2号人骨

は散乱骨で，残存していたのは頭蓋の一部である。

2. 1号人骨は壮年の男性骨と推定した。

3. 1号人骨の頭蓋最大長は176mm，頭蓋最大幅は139mm，パジオン・ブレクwマ高は140mmで，頭‘

蓋長幅示数は78.98，長高示数は79.55，幅高示数は100.72となり，頭型は中・高・尖頭型

に属している。また脳頭葦の全体の径はやや小さい。

4.顔面頭蓋の計測値は，中顔幅が101mm，顔高が115m冊，上顔高は64mmで，顔示数(V)は113.86，

上顔示数(V)は63.37となり，顔面頭蓋は低・広顔である。

5. 鼻根部は狭く，鼻骨の隆起も強く，鼻根部には現代人的特徴が認められる。

6. 下顎骨は，下顎角が著しく外反しており，またオトガイ隆起も著しく強い。

7. 上腕骨は，長さはあまり長いものではなく，骨体の扇平性は強くないが，三角筋粗面の発

達は良好である。

8. 大腿骨も長さはあまり長いものではなしまた，粗線や骨体の後方への発達は強くはない

が，骨体上部はやや扇平である。

9. 腔骨は長さが短く，骨体も帝国いが，扇平である。

10.右大腿骨最大長からの推定身長値は158.39cm (Pearson)で，低身長である。

11. 以上述べてきたように，本例の頭蓋には現代人に通じる特徴が認められた反面，下顎骨に

はこのような形態には似つかわしくない特異な形態も観察された。また同時にこのような特

徴は西北九州地域の弥生時代人の特徴からは類推することのできないものであり，今後は遺

跡の立地を考慮に入れ，周辺地域との関りあいをもっと明確にしていく必要があるようであ

る。本例に認められた特徴が西北九州地域の古墳時代人に共通したものかどうかは，本県や

周辺地域の例数が増加するのをまって，さらに詳しく考察していくつもりである。

〈欄筆するにあたり，本研究と発表の機会を与えていただいた，長崎県教育庁文化課の諸先生

方ならびに人骨研究に関してご指導いただいた内藤芳篤教授に感謝致します。〉
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その砂丘の発達に合わせて遺跡の拡がりも見られ古田遺跡の立地は砂丘上に位置しており，

日本本土最西端の碑のある領域の部分は烏として独立していたものこの地形はもともと，る。

で，島と島が繋ったのは縄文時代以降と考えられる。

この付近先ず南の奥部に縄文時代中期と後期の土器の出土を若干見たが，遺跡、の拡がりは，

その周辺にも及んでいるとも考えられ古田 B地点もあるいは，は枝状に谷が入り込んで、おり，

好条件を備えている。縄文晩期についてはD-18から A-31グリッドの間において包合層が認

この時期における砂丘の発達は中央部まで達していたことが窺われる。土器から判断められ，

また組織痕土

器も 1点であるが出土しており，
?よ1

宮ノ本遺跡の影響を強く受けていたと思われるが，本遺跡の場合は小規模かつ短期間のうちに

この時期には至近の距離にある

すると，条反文を主体としたものが多く，精製土器では黒川式土器も見られる。

全体的には晩期中葉である。

終わっている。弥生式土器は包含層が確認されないまま数点の出土にとどまった。墓地の確認も

生活の痕跡は窺えない。出来ず，

土今回の調査の中で多くの資料が得られたのが古墳時代の遺物である。土器が殆どを占め，

師器，須恵器が主である。時期的には 4世紀から 8世紀まで幅広い時代の差が見られるが，主

4世紀後半から 5世紀初頭である。県下におけるこの時期のまとまった資料としては，
詫 2 註 3

田平町里田原遺跡や大村市大堂遺跡、があげられる。

{本は，

またこれらの土器の他に注目すべき遺物の

1点は口縁部陶質土器と無文土器である。陶質土器は 3点であるが，それは，出土があった。

灰色みを全面に叩きで仕上げられた赤みを帯ぴた軟質の土器であり，を除きほほ復原可能な，

また無文土器の口縁につけられる断面円形の紐状のものも見られ帯ぴた軟質のものも含まれ，

半島系の遺物の出土は限られてくる。

調査区域と各時代の拡か、り
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壱岐を別とすれば，

戸ててミ子斗~

第28図

た。県下では，対馬，



五郎惜の北端に位置する小値賀町の属島黒島に，東に突き出した細い岬があり神ノ崎正跡が

所在する。この遺跡は，弥生前期末から古墳時代後期にかけての墓地が営まれ，板石積の石棺

(石室)墓などに伴って良好な資料が出土している。その中で 5世紀後半~末頃と推定される

31号石椋墓より陶質土器が発見されている。報文によると，器表には全面に細かい縄薦文を縦

位に施文し，胴部に 2本のi1c線がめぐる灰色を呈した，軟質の壷型土器である。本遺跡の場合

は格子状の叩きであるが，時期的に考えても大差なLミo また無文土器については，里田原遺跡

において弥生中期頃に伴って 1点確認されている。ただ本資料の場合は丸い部分だけで、あり，

確実な比較資料に貧するところがある。本遺跡における半島系の資料の出土は，対馬・壱岐・

五島と本土の西北沿岸地域との交流の一端を示すものと考えられる。

遺構の面では柱穴の検出が認められたが，地質が砂地ということや，範囲確認とし寸性格上

今後の機会にゆだ、ねることにした。

調査中期待されたことは，人骨が何体出上するかという点にあった。イモガマを掘った際出

土したと言われた人骨は，数体に及んだということであったが，良好な状況では 1体のみであ

った。しかし，この仰臥伸展葬の男性人骨は上面に配石があり，副葬品として万子およびアワ

ビ貝が置かれていた。アワビ貝やイノシシ下顎が被葬者の頭部や体部に置かれていた例は，五

島列島の福江島に位置する大浜正跡や，有川町浜郷遺跡に出土引を求めることが出来るが，こ

れらの時期は弥生中期を主体としている。 従って本資料とは時期的な差が見られるが，魔除的

な習俗として引き継がれてきたものであろうか。

いずれにしても古田遺跡の場合は，縄文時代から古墳時代に至るまで， 1毎に依存した生活環

境が考えられるのである。最後に，今同の調査は範囲確認の域を出ない基礎的な調査であり，

初期の目的は達したが，遺跡の全体像を完全に把握するまでには至っていない。しかし今後は

B 地点ともども，遺跡の保護と活用を考えていくことが必要で、あろう。 (安楽)

誌 1 佐世保IIJ教育委員会 『宮の本遺跡、.H 1981 

2 田平町教育委員会 『虫出原遺跡、』 田平町文化財調査報告書第 2集 1960 

3 長崎県教育委員会 「大堂遺問、J ~長崎県時蔵文化財調査集報 II .H 1979 

長崎県文化財調査報告書第45集

4 小値賀町教育委員会 『神ノ崎遺跡、』 小値賀町文化財調合f報告者:第 4集 1984 

5 長崎県教育委員会 『五島遺跡調査報告』 長崎県文化財調査報告書第 2集 1964 

6 小同;年上雄 「五島列島の弥生文化」 ー総説編 長崎大学医学部解音IJ学第二教室

人類学・考占学研究報告 2 1970 
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